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はじめに 
 

  
鹿児島大学では，学生の意識及び学生生活の実態を把握するための調査が昭和 37

年から繰り返し行われています。今回は平成 23 年度以来の調査で，23 回目となりま

す。学部生及び大学院生の全学生を対象とした大きな規模の調査ですが，大学におけ

る学生支援の充実を図る上での基礎資料を得るために欠かすことができないものです。

この度，その集計結果がまとまりましたので，ここに報告するものです。 

鹿児島大学憲章に基づく，鹿児島大学の基本的目標，鹿児島大学教育目標には「進

取の精神を有する人材の育成」が掲げられています。学生を最も大切にする大学とし

て，学生の思いや学生生活の有りようを知ることは，その第一歩の仕事になるものと

思われます。鹿児島大学職員はもとより関係各方面の皆様，そして仲間として互いを

理解するということも含めて学部生・大学院生にもこの結果を共有していただきたい

と考えています。 

私たちはこの調査結果自体を広範に掌握するとともに，それらが示す数多くの課題

の解決に向けて，学生支援の取り組みをさらに拡充していくことが必須と思われます。

その際，必要に応じて，この報告書が示すデータや学生の所望をさらに解析すること

が求められるかもしれません。 

加えて，大学としての学生支援の取り組みとの連関に目を向けてみることも重要と

思われます。たとえば，「入学後にボランティア活動をした」ことのある学部生は前回

調査に比べて増えています。また，大学施設・環境への改善要望として「自習室」を

挙げる学部生は前回から倍増しています。こうした実態とこの間の「ボランティア支

援センター」の設置，今般の「学習交流プラザ」新設などとの関係性を捉えていくこ

と，また今後の推移について改めて確認していくことが必要と思われます。 

最後になりますが，本調査の計画・実施・集計及び本報告書の作成にご尽力いただ

いた学生生活実態調査ワーキング・グループ，学生生活委員会委員，学生生活課職員

の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

 

平成 26 年 10 月 

鹿児島大学副学長（学生生活担当） 武隈 晃 
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序章 調査の概要 

１．調査の目的 
  この調査は，学生の意識及び学生生活の実態を把握し，今後の大学における学生支援

の充実を図る上での基礎資料とすることを目的とする。 
 
２．調査の対象 
  本学に在籍する学部生及び大学院生の全学生を調査対象とする。ただし，休学者は除

く。 
 
３．調査の方法 
  WEB を利用したアンケート調査とし，回答は平成 25 年 9 月 1 日現在の状況について

記入を求めた。 
 
４．調査期間 
  平成 25 年 9 月 10 日（火）から 11 月 30 日（土）まで。 
 
５．回答状況 
  回答者総数は 4,052 人で，学部生 3,531 人（回答率 39.58％），大学院生 521 人（回答

率 34.71％）であった。 
 
    表１ 回答状況（学部） 

部局名 回答者数 対象学生数 回答率（％） 

法文学部 795  1,729  45.98  

教育学部 455  1,199  37.95  

理学部 319  798  39.97  

医学部 472  1,186  39.80  

歯学部 130  317  41.01  

工学部 734  2,021  36.32  

農学部 358  1,008  35.52  

水産学部 237  600  39.50  

共同獣医学部 31  63  49.21  

計 3,531  8,921  39.58  
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   表２ 回答状況（大学院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部局名 回答者数 対象学生数 回答率（％） 

人文社会科学研究科 27  79 34.18  

教育学研究科 38  74 51.35  

保健学研究科 10  61 16.39  

理工学研究科 268  623 43.02  

農学研究科 42  123 34.15  

水産学研究科 29  70 41.43  

医歯学総合研究科 58  302 19.21  

司法政策研究科 9  19 47.37  

臨床心理学研究科 17  28 60.71  

連合農学研究科 23  122 18.85  

計 521 1,501  34.71  
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第１章 出身地・配偶者の有無等について 

１．出身地 
  学部生については，鹿児島出身が 51.4％，九州出身が 88.3％であり，前回調査（平成

23年度）とほぼ同じであった。大学院生については，鹿児島出身が 47.6％，九州内で 82.8％
であり，前回調査よりいずれもやや減少傾向であった。 

 

表３　出身地（学部） （％）
出身地 法文 教育 理 医 歯 工 農 水産 共獣 全体

鹿児島県
61.4

(488)

69.2

(315)

44.2

(141)

53.8

(254)

30.8

(40)

47.9

(352)

36.3

(130)

35.9

(85)

35.5

(11)

51.4

(1816)

福岡県
8.3

(66)

4.8

(22)

11.3

(36)

11.5

(54)

8.5

(11)

12.3

(90)

19.3

(69)

8.0

(19)

19.3

(6)

10.6

(373)

佐賀県
1.8

(14)

1.3

(6)

3.4

(11)

1.1

(5)

2.3

(3)

2.2

(16)

1.4

(5)

0.8

(2)

0.0

(0)

1.8

(62)

長崎県
5.4

(43)

2.7

(12)

6.9

(22)

2.5

(12)

3.8

(5)

4.1

(30)

8.1

(29)

5.5

(13)

0.0

(0)

4.7

(166)

熊本県
6.8

(54)

8.1

(37)

8.5

(27)

8.3

(39)

8.5

(11)

12.1

(89)

10.9

(39)

4.2

(10)

9.7

(3)

8.7

(309)

大分県
3.5

(28)

3.1

(14)

3.4

(11)

1.7

(8)

0.8

(1)

4.1

(30)

1.7

(6)

3.0

(7)

0.0

(0)

3.0

(105)

宮崎県
9.6

(76)

6.2

(28)

10.0

(32)

6.4

(30)

6.2

(8)

9.1

(67)

5.9

(21)

3.8

(9)

3.2

(1)

7.7

(272)

沖縄県
0.1

(1)

0.2

(1)

1.3

(4)

0.4

(2)

1.5

(2)

0.0

(0)

0.5

(2)

0.0

(0)

3.2

(1)

0.4

(13)

四国
0.7

(6)

0.2

(1)

0.6

(2)

0.4

(2)

2.3

(3)

0.7

(5)

0.8

(3)

1.7

(4)

0.0

(0)

0.7

(26)

中国
0.9

(7)

1.1

(5)

2.8

(9)

4.0

(19)

6.2

(8)

1.9

(14)

4.2

(15)

7.6

(18)

9.7

(3)

2.8

(98)

近畿
0.4

(3)

1.1

(5)

2.2

(7)

4.9

(23)

11.5

(15)

1.8

(13)

4.7

(17)

7.6

(18)

9.7

(3)

2.9

(104)

中部
0.2

(2)

1.1

(5)

1.6

(5)

1.5

(7)

5.4

(7)

0.8

(6)

2.5

(9)

10.1

(24)

0.0

(0)

1.8

(65)

関東
0.1

(1)

0.7

(3)

1.9

(6)

2.5

(12)

10.0

(13)

1.2

(9)

3.1

(11)

8.9

(21)

9.7

(3)

2.2

(79)

東北
0.0

(0)

0.2

(1)

0.3

(1)

0.4

(2)

0.8

(1)

0.0

(0)

0.0

(0)

1.7

(4)

0.0

(0)

0.3

(9)

北海道
0.0

(0)

0.0

(0)

1.3

(4)

0.4

(2)

0.0

(0)

0.3

(2)

0.3

(1)

0.8

(2)

0.0

(0)

0.3

(11)

海外
0.8

(6)

0.0

(0)

0.3

(1)

0.2

(1)

1.4

(2)

1.5

(11)

0.3

(1)

0.4

(1)

0.0

(0)

0.7

(23)

（　）内の数字は人数  
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表４　出身地（大学院） （％）
人文社会 教育学 保健学 理工学 農学 水産学 医歯学 司法政策 臨床心理 連合農 全体

鹿児島県
66.7

(18)

55.3

(21)

60.0

(6)

49.3

(132)

21.4

(9)

6.9

(2)

69.0

(40)

66.7

(6)

64.7

(11)

13.0

(3)

47.6

(248)

福岡県
0.0

(0)

2.6

(1)

0.0

(0)

11.2

(30)

28.6

(12)

3.5

(1)

5.2

(3)

0.0

(0)

0.0

(0)

13.0

(3)

9.6

(50)

佐賀県
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

1.9

(5)

0.0

(0)

6.9

(2)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

8.7

(2)

1.7

(9)

長崎県
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

6.3

(17)

9.5

(4)

13.8

(4)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

13.0

(3)

5.4

(28)

熊本県
0.0

(0)

5.3

(2)

20.0

(2)

10.5

(28)

4.8

(2)

0.0

(0)

1.7

(1)

0.0

(0)

5.9

(1)

4.4

(1)

7.1

(37)

大分県
0.0

(0)

2.6

(1)

0.0

(0)

3.0

(8)

2.4

(1)

6.9

(2)

0.0

(0)
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0.0

(0)

4.4

(1)

2.5

(13)

宮崎県
7.4

(2)

13.2

(5)
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(0)

9.3

(25)

7.1

(3)

6.9

(2)
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(0)
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(0)

29.4

(5)
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(0)

8.1

(42)

沖縄県
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(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.7

(2)

2.4

(1)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)
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(4)
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(0)
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(1)

0.0
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(3)

1.3

(7)
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0.0
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0.0

(0)
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(2)

2.4

(1)

6.9

(2)

3.5

(2)

11.1

(1)

0.0

(0)

4.4

(1)

2.1

(11)

関東
3.7

(1)

2.6

(1)

0.0

(0)

1.9

(5)

7.1

(3)

13.8

(4)

8.6

(5)

11.1

(1)

0.0

(0)
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(1)

4.0

(21)

東北
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(0)
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（　）内の数字は人数
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表４　出身地（大学院） （％）
人文社会 教育学 保健学 理工学 農学 水産学 医歯学 司法政策 臨床心理 連合農 全体

鹿児島県
66.7

(18)

55.3

(21)

60.0

(6)

49.3

(132)

21.4

(9)

6.9

(2)

69.0

(40)

66.7

(6)

64.7

(11)

13.0

(3)

47.6

(248)

福岡県
0.0

(0)

2.6

(1)

0.0

(0)

11.2

(30)

28.6

(12)

3.5

(1)

5.2

(3)

0.0

(0)

0.0

(0)

13.0

(3)

9.6

(50)

佐賀県
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

1.9

(5)

0.0

(0)

6.9

(2)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

8.7

(2)

1.7

(9)

長崎県
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

6.3

(17)

9.5

(4)

13.8

(4)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

13.0

(3)

5.4

(28)

熊本県
0.0

(0)

5.3

(2)

20.0

(2)

10.5

(28)

4.8

(2)

0.0

(0)

1.7

(1)

0.0

(0)

5.9

(1)

4.4

(1)

7.1

(37)

大分県
0.0

(0)

2.6

(1)

0.0

(0)

3.0

(8)

2.4

(1)

6.9

(2)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

4.4

(1)

2.5

(13)

宮崎県
7.4

(2)

13.2

(5)

0.0

(0)

9.3

(25)

7.1

(3)

6.9

(2)

0.0

(0)

0.0

(0)

29.4

(5)

0.0

(0)

8.1

(42)

沖縄県
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.7

(2)

2.4

(1)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

4.4

(1)

0.8

(4)

四国
0.0

(0)

2.6

(1)

0.0

(0)

0.7

(2)

2.4

(1)

3.5

(1)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

1.0

(5)

中国
0.0

(0)

0.0

(0)

10.0

(1)

0.0

(0)

0.0

(0)

3.5

(1)

1.7

(1)

11.1

(1)

0.0

(0)

13.0

(3)

1.3

(7)

近畿
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

1.5

(4)

2.4

(1)

10.3

(3)

6.9

(4)

0.0

(0)

0.0

(0)

8.7

(2)

2.7

(14)

中部
0.0

(0)

2.6

(1)

10.0

(1)

0.7

(2)

2.4

(1)

6.9

(2)

3.5

(2)

11.1

(1)

0.0

(0)

4.4

(1)

2.1

(11)

関東
3.7

(1)

2.6

(1)

0.0

(0)

1.9

(5)

7.1

(3)

13.8

(4)

8.6

(5)

11.1

(1)

0.0

(0)

4.3

(1)

4.0

(21)

東北
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

北海道
0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

6.9

(2)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.0

(0)

0.4

(2)

海外
22.2

(6)

13.2

(5)

0.0

(0)

3.0

(8)

9.5

(4)

10.2

(3)

3.4

(2)

0.0

(0)

0.0

(0)

8.7

(2)

5.7

(30)

（　）内の数字は人数

 

 

 

 

 

 

 

 

２．配偶者の有無 
配偶者がいると回答した学生は，学部生で 3.9％，大学院生で 14.8％であった。医歯学

総合研究科は 50％を超えているが，これは医療業務に従事しながら在籍している大学院

生が多いためと思われる。 
 

図Ⅰ－１ 配偶者の有無 
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３．子供の有無 
子供がいると回答した学生は，学部生で 2.3％，大学院生で 13.6％であった。医歯学総

合研究科だけ 50％を超えているのは先と同様である。全般的に配偶者の有無と近いパー

センテージであり，配偶者のいる学生の多くは子供を抱えていることが窺える。 
 

図Ⅰ－２ 子供の有無 
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３．子供の有無 
子供がいると回答した学生は，学部生で 2.3％，大学院生で 13.6％であった。医歯学総

合研究科だけ 50％を超えているのは先と同様である。全般的に配偶者の有無と近いパー

センテージであり，配偶者のいる学生の多くは子供を抱えていることが窺える。 
 

図Ⅰ－２ 子供の有無 

第 2 章 経済状況について 

１．1 ヶ月の平均収入額 

  学部生の１ヶ月の平均収入額は，３万円未満が最も多く（26.8％），10 万円未満の学生が

全体の８割以上を占めている。以後，収入が多くなるにつれて，全体に占める割合は順次減

少している。この数値は，平成 23年度の調査結果と比較してもほとんど変化はみられない。 

  大学院生についても，３万円未満の学生が最も多いが（23.0％），7 万円以上 10 万円未満

の学生が全体の 21.9％を占めているのが特徴的である。また，医歯学総合研究科，保健学研

究科及び連合農学研究科の学生で 15万円以上の収入がある者は極めて多く，高収入の学生の

全体に占める割合については，研究科間でかなりのばらつきがみられる。 

 

図Ⅱ－１ 1ヶ月の平均収入額 
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２．1 ヶ月の平均支出額（授業料は除く） 

学部生および大学院生ともに，１ヶ月の平均支出額は，平均収入額と分布を同じくしてお

り，それぞれの学生が収入に見合った支出を行っていることがわかる。 

 

図Ⅱ－２ 1ヶ月の平均支出額 
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２．1 ヶ月の平均支出額（授業料は除く） 

学部生および大学院生ともに，１ヶ月の平均支出額は，平均収入額と分布を同じくしてお

り，それぞれの学生が収入に見合った支出を行っていることがわかる。 

 

図Ⅱ－２ 1ヶ月の平均支出額 

３．主な家計支持者 

学部生の場合，学部間での差異はなく，主な家計支持者は父親である（77.8％）。また，
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図Ⅱ－３ 主な家計支持者 
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４．入学後のアルバイト実施状況 

学部生の場合，全体のおよそ８割の学生は何らかのアルバイトを経験しており，およそ半

数の学生は長期休暇中だけでなく通常授業期間中であっても，経常的にアルバイトを行って

いる。これは，前回調査時（平成 23 年度）と同様の傾向である。また，入学初年度には，

アルバイトを行っていない学生が半数近くいることも前回調査時（平成 23 年度）と同様で

ある。 

大学院生の場合，全くアルバイトの経験がない学生は，全体のおよそ 3 割を占めている。

また，経常的にアルバイトを行っている学生は 32.2％であり，学部生のそれに比べるとおよ

そ 20％少ないが，この傾向は前回調査時（平成 23年度）とほぼ同様である。 

 

図Ⅱ－４ 入学後のアルバイト実施状況 
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図Ⅱ－４ 入学後のアルバイト実施状況 

５．アルバイトの種類 
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６．アルバイトの時間数 

学部生の場合，１週間あたり８時間以上 16 時間未満をアルバイトに費やす学生が 33.3％

と最も多い。16時間以上 24時間未満が 25.8％，４時間以上８時間未満が 18.1％，４時間未

満が 10.3％と続いており，この傾向も，前回調査時（平成 23 年度）と同様である。また，

前回調査時には，１週間の労働時間が 40時間を超える学生が，1.6％いるとの指摘があった

が，今回調査においても，ほぼ同じ割合の学生が長時間労働を行っている。 

  大学院生の場合も，１週間あたりのアルバイト時間の分布は同様であるが，研究時間との

関係があるのだろうか，長時間労働の割合が比較的少なくなっている。ただし，1 週間あた

り 40時間を超える長時間労働を行っている学生は，学部生よりも多くなっている。 

 

図Ⅱ－６ アルバイトの時間数 
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６．アルバイトの時間数 
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図Ⅱ－６ アルバイトの時間数 
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学部生の場合，アルバイト収入を生活費に充てている学生が最も多く（23.6％），次いで，
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図Ⅱ－７ アルバイト収入の使途（３つまで回答可） 
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第３章 住居・通学について 

１．現在の住居形態 

 学部生については，57.2％がアパート，マンション，37.2％が家族と同居と回答した。前回

調査（平成 23年度）とほぼ同じであった。法文学部・教育学部がいわゆる「自宅生」が多い傾

向にあり，これらの学部は女子の割合も高いことから，自宅からの通学を好む女子学生を多く

受け入れていると予想される。大学院生については 56.8％がアパート，マンション，34.4％が

家族と同居と回答している。特に水産学研究科の学生に自宅生が少なく，水産学研究科が広い

地域から学生を集めていることが窺える。 

 

図Ⅲ－１ 現在の住居形態 
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第３章 住居・通学について 

１．現在の住居形態 

 学部生については，57.2％がアパート，マンション，37.2％が家族と同居と回答した。前回

調査（平成 23年度）とほぼ同じであった。法文学部・教育学部がいわゆる「自宅生」が多い傾

向にあり，これらの学部は女子の割合も高いことから，自宅からの通学を好む女子学生を多く

受け入れていると予想される。大学院生については 56.8％がアパート，マンション，34.4％が

家族と同居と回答している。特に水産学研究科の学生に自宅生が少なく，水産学研究科が広い

地域から学生を集めていることが窺える。 

 

図Ⅲ－１ 現在の住居形態 
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第４章 学習について 

１．進学理由 

学部生の大学進学の理由は「興味ある分野を深く学習したかったため」（31.0％）という理由

が，全体で最も高い。医，歯，共同獣医学部では職業を意識して希望している学生が多く，法

文，工学部では就職に有利という理由が 25％以上である。理学部では大学進学を決める時点で

13.5％の学生が大学院など研究に興味を持っている。 
 大学院生では「学部で学んだ学問をさらに探究したいから」（30.2％）という理由が最も多い。

司法政策研究科では学位，資格を取得することを目的としている学生が 53.8％と高かった。 

図Ⅳ－１ 進学理由（３つまで回答可） 
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図Ⅳ－１ 進学理由（３つまで回答可） 

２．本学への進学希望順位（学部のみ） 
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図Ⅳ－２ 本学への進学希望順位 
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４．授業への出席状況（学部のみ） 

全体では 97.9％の学生が「全て出席している」と「だいたい出席している」であった。歯学

部は 80％の学生が全て出席していた。一方で入学年が早い平成 18 年度及び平成 19 年度入学

の学生の出席率が低い傾向があった。 
図Ⅳ－４ 授業への出席状況 

５．授業の欠席理由（学部のみ） 
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４．授業への出席状況（学部のみ） 

全体では 97.9％の学生が「全て出席している」と「だいたい出席している」であった。歯学

部は 80％の学生が全て出席していた。一方で入学年が早い平成 18 年度及び平成 19 年度入学

の学生の出席率が低い傾向があった。 
図Ⅳ－４ 授業への出席状況 

５．授業の欠席理由（学部のみ） 

「あまり出席していない」，「全く出席していない」学生（全体の 2.1％）の欠席理由は「勉

学の意欲がわかない」（34.7％）と「朝寝坊」（29.3％）が高い。医学部では課外活動が忙しい

ことも理由となっている。 
図Ⅳ－５ 授業の欠席理由 

６．授業内容の理解度（学部のみ） 

全体で約 4 割の学生（39.6％）はほとんどの授業を理解しているが，理学部（24.1％），工学

部（20.8％）とやや低い割合である。しかし，「理解できない授業が多少ある」という回答まで

含めると全ての学部で 90％近くかそれ以上が理解していると判断できる。平成 18 年度以前の

入学者では「ほとんどの授業が理解できる」が 0％で「ほとんどの授業が理解できない」もの

が 20％いる。 

図Ⅳ－６ 授業内容の理解度 

７．教員に対する要望（学部のみ） 

「授業内容を充実させてほしい」が水産学部（32.9％）以外で高く（全体で 47％），特に医

学部（59.5％）と共同獣医学部（58.1％）と高い傾向にある。「履修指導を充実してほしい」は

全体で 2番目に高く（15.5％），教育学部（24.0％）と水産学部（23.2％）で高い。全体で「学

生との対話の場を持って欲しい」は 13.5％と比較的高いが「オフィスアワーを増やして欲しい」

は 4.2％と高くないことから，学生は教員からのコンタクトを求めている傾向がある。 

図Ⅳ－７ 教員に対する要望 
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８．研究科・専攻の適合（大学院のみ） 

全体で 91.8％の学生が「思う」と「どちらかというと思う」と回答している。人文社会科学

研究科（14.8％），臨床心理学研究科（23.5％）で「どちらかというと思わない」「思わない」

と全体平均（8.2％）より，高い傾向にある。 
図Ⅳ－８ 研究科・専攻の適合 

９．修士（博士）論文の研究テーマの満足度（大学院のみ） 

全体で「満足」（50.5％），「どちらかというと満足」（34.9％）と高い。「不満」と答えた学生

は全ての研究科で 5％以下と研究テーマの満足度は高いと思われる。（司法政策研究科及び臨床

心理学研究科は専門職大学院のため，この設問から除外。） 
図Ⅳ－９ 修士（博士）論文の研究テーマの満足度 
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８．研究科・専攻の適合（大学院のみ） 

全体で 91.8％の学生が「思う」と「どちらかというと思う」と回答している。人文社会科学

研究科（14.8％），臨床心理学研究科（23.5％）で「どちらかというと思わない」「思わない」

と全体平均（8.2％）より，高い傾向にある。 
図Ⅳ－８ 研究科・専攻の適合 
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全体で「満足」（50.5％），「どちらかというと満足」（34.9％）と高い。「不満」と答えた学生

は全ての研究科で 5％以下と研究テーマの満足度は高いと思われる。（司法政策研究科及び臨床

心理学研究科は専門職大学院のため，この設問から除外。） 
図Ⅳ－９ 修士（博士）論文の研究テーマの満足度 

１０．教員の教育・研究に対する熱意度（大学院のみ） 

「感じられる」（77.9％），「どちらかというと感じられる」（17.3％）で 95％以上が熱意を感

じている。保健学研究科でのみ「どちらかというと感じられない」が 30％と他の研究科に比較

して非常に高い数値である。 
図Ⅳ－１０ 教員の教育・研究に対する熱意度 

１１．指導教員とのコミュニケーション（大学院のみ） 

全体で 90％以上の学生が「取れている」「どちらかというと取れている」と答えている。保

健学研究科では 20％の学生が「どちらかというと取れていない」と回答しており，これは指導

教員の熱意が感じられないという結果と関連しているのかもしれない。 
図Ⅳ－１１ 指導教員とのコミュニケーション 
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１２．大学院のレベルでの教育の実施度（大学院のみ） 

全体で「思う」（53.9％），「どちらかというと思う」（37.2％）と 90％以上の学生が教育レベ

ルは大学院にふさわしいと考えている。 
図Ⅳ－１２ 大学院のレベルでの教育の実施度 

１３．研究設備・資料等の充実度（大学院のみ） 

全体で 85％以上の学生が「思う」，「どちらかというと思う」と考えている。教育学研究科

（23.7％），保健学研究科（40％）で「どちらかというと思わない」が平均より大きく上回っ

ている。 
図Ⅳ－１３ 研究設備・資料等の充実度 

55.6 
63.2 

30.0 

54.5 
42.9 

51.7 56.9 
66.7 

41.2 

60.9 54.9 52.7 58.8 
50.0 53.6 53.9 

37.0 28.9 

20.0 

39.6 

42.9 
34.5 

32.8 

33.3 

41.2 

34.8 
36.3 38.5 

38.2 
43.8 

28.6 
37.2 

3.7 2.6 

40.0 

4.5 14.3 13.8 8.6 17.6 
7.8 6.7 6.3 

10.7 
6.9 3.7 5.3 10.0 

1.5 1.7 4.3 1.0 2.1 2.9 7.1 1.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ
25

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22

Ｈ
21

大学院

思わない

どちらかというと

思わない

どちらかというと

思う

思う

51.9 
36.8 

20.0 

45.9 42.9 44.8 46.6 

77.8 

23.5 

43.5 44.6 44.8 47.1 
37.5 42.9 44.5 

37.0 

36.8 

30.0 

39.2 45.2 41.4 44.8 

22.2 

64.7 
43.5 39.2 41.4 35.3 56.3 42.9 40.7 

7.4 
23.7 

40.0 

11.6 4.8 10.3 6.9 11.8 8.7 12.7 10.5 14.7 
6.3 

7.1 11.3 
3.7 2.6 10.0 3.4 7.1 3.4 1.7 4.3 3.4 3.3 2.9 7.1 3.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ
25

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22

Ｈ
21

大学院

思わない

どちらかというと思

わない

どちらかというと思

う

思う



― 27 ―

１２．大学院のレベルでの教育の実施度（大学院のみ） 

全体で「思う」（53.9％），「どちらかというと思う」（37.2％）と 90％以上の学生が教育レベ

ルは大学院にふさわしいと考えている。 
図Ⅳ－１２ 大学院のレベルでの教育の実施度 

１３．研究設備・資料等の充実度（大学院のみ） 

全体で 85％以上の学生が「思う」，「どちらかというと思う」と考えている。教育学研究科

（23.7％），保健学研究科（40％）で「どちらかというと思わない」が平均より大きく上回っ

ている。 
図Ⅳ－１３ 研究設備・資料等の充実度 

１４．研究スペースの確保（大学院のみ） 

全体で「思う」（60.7％），「どちらかというと思う」（29.2％）と 90％近くの学生が研究スペ

ースは確保されていると考えている。教育学研究科（15.8％）と水産学研究科（17.2％）で「ど

ちらかというと思わない」，連合農学研究科 13％の学生が「思わない」とより多くの研究スペ

ースの確保を必要と感じている。 

図Ⅳ－１４ 研究スペースの確保 

１５．所属研究科・専攻の変更希望（大学院のみ） 

全体で 89.6％の学生は変更を希望していない。教育学研究科（7.9％）と保健学研究科（20.0％）

で専攻や研究科を，臨床心理学研究科では 17.6％が大学を変わりたいと考えており，他の研究

科より変更希望者が多い。 
図Ⅳ－１５ 所属研究科・専攻の変更希望 
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１６．所属研究科・専攻の変更希望の理由（大学院のみ） 

所属研究科・専攻の変更を希望する学生の理由は，「自分に合わない」（25.7％），「就職を考

えて」（22.9％）で，その他の理由も 37.1％である。 
図Ⅳ－１６ 所属研究科・専攻の変更希望の理由 
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１６．所属研究科・専攻の変更希望の理由（大学院のみ） 

所属研究科・専攻の変更を希望する学生の理由は，「自分に合わない」（25.7％），「就職を考

えて」（22.9％）で，その他の理由も 37.1％である。 
図Ⅳ－１６ 所属研究科・専攻の変更希望の理由 
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図Ⅳ－１７ パソコンの所持状況 
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１８．パソコンのインターネットへの接続状況 

学部生では，自宅のパソコンは 95.8％でインターネットに接続されている。 

また，大学院生では，全体で 94.8％がインターネットに接続され，学部生とほとんど同じ割

合である。 

図Ⅳ－１８ パソコンのインターネットへの接続状況 
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１８．パソコンのインターネットへの接続状況 

学部生では，自宅のパソコンは 95.8％でインターネットに接続されている。 

また，大学院生では，全体で 94.8％がインターネットに接続され，学部生とほとんど同じ割

合である。 

図Ⅳ－１８ パソコンのインターネットへの接続状況 
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２０．附属図書館の利用頻度 

全体では「月 1-2 回程度」が 31.1％と最も高く，次いで「ほとんど利用しない」が 22.2％で

あり，これらを合わせると 50％以上の学生があまり利用していない傾向にある。学部別には法

文学部の利用頻度が高く，医学部，農学部と水産学部で利用頻度が低い。平成 25 年入学の学

生の利用頻度が高く，学年が上がるごとに「ほとんど利用しない」学生が増加する。 
大学院生の図書館の利用は研究科により傾向が異なる。大学院生の図書館の利用は人文社会

学研究科（55.5％），保健学研究科（60％）は週１回以上利用している。一方で農学研究科（71.4％），

医歯学総合研究科（62.1％）では「ほとんど利用しない」と答えた学生が多い。 

図Ⅳ－２０ 附属図書館の利用頻度 
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２０．附属図書館の利用頻度 

全体では「月 1-2 回程度」が 31.1％と最も高く，次いで「ほとんど利用しない」が 22.2％で

あり，これらを合わせると 50％以上の学生があまり利用していない傾向にある。学部別には法

文学部の利用頻度が高く，医学部，農学部と水産学部で利用頻度が低い。平成 25 年入学の学

生の利用頻度が高く，学年が上がるごとに「ほとんど利用しない」学生が増加する。 
大学院生の図書館の利用は研究科により傾向が異なる。大学院生の図書館の利用は人文社会

学研究科（55.5％），保健学研究科（60％）は週１回以上利用している。一方で農学研究科（71.4％），

医歯学総合研究科（62.1％）では「ほとんど利用しない」と答えた学生が多い。 

図Ⅳ－２０ 附属図書館の利用頻度 

２１．附属図書館の利用目的 
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図Ⅳ－２１ 附属図書館の利用目的 

48.8 54.1 
46.1 

64.6 
54.6 61.3 

50.3 
39.7 35.5 

60.4 57.0 54.2 
42.9 37.0 

53.7 

33.3 40.0 
53.6 

15.2 10.5 
16.9 

9.5 24.6 9.7 
18.2 

12.7 16.1 

7.1 10.9 16.0 

19.4 
21.8 

23.2 

20.0 

40.0 13.3 
7.0 5.3 10.0 

2.3 
3.8 

4.9 7.0 

12.7 
3.2 

6.0 5.5 6.9 
7.1 7.9 

6.7 

6.2 3.0 1.8 1.3 
1.4 3.1 

3.4 
2.5 1.4 

1.4 
2.8 1.8 

2.0 
1.2 7.5 4.6 5.0 3.0 5.7 6.4 

9.3 

6.5 

2.8 4.9 
6.3 

9.8 
7.9 

3.7 

20.0 

20.0 

5.7 
4.4 

7.5 2.5 3.8 
2.3 1.2 2.2 

3.8 4.0 4.1 
2.2 3.3 

4.8 
2.4 6.7 3.5 

6.2 7.7 8.5 3.2 2.3 6.4 4.2 
2.5 

22.6 

6.0 8.4 5.7 4.1 
2.4 5.8 

3.0 1.8 3.1 1.9 1.7 
2.5 3.2 

4.9 1.4 2.0 
3.6 6.4 7.2 10.6 6.9 6.4 5.9 11.8 9.7 5.7 5.8 6.0 7.7 13.9 14.6 13.3 6.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ
25

共
同
獣
医

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22

Ｈ
21

Ｈ
20

Ｈ
19

Ｈ
18

学部

利用しないのでわからない

その他の目的

休憩

ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習室の利用

ﾊﾟｿｺﾝの利用

文献複写

文献調査

CD,ﾋﾞﾃﾞｵの視聴

新聞,雑誌の閲覧

図書の閲覧

図書の借り出し

自習

22.2 15.8 20.0 15.3 21.4 
3.4 5.2 11.1 5.9 13.0 10.8 16.3 14.7 18.8 14.3 14.0 

48.1 

34.2 
10.0 

31.0 23.8 

24.1 15.5 

55.6 

88.2 

26.1 35.3 31.4 
23.5 18.8 

14.3 
31.1 

11.1 

15.8 
14.6 11.9 

13.8 
13.8 

22.2 

4.3 

14.7 11.3 
11.8 18.8 

14.3 

13.1 

2.6 
3.4 

2.4 

3.4 

11.1 

2.9 2.9 
2.9 

2.7 

11.1 
26.3 

30.0 

13.8 
11.9 

31.0 

10.3 
17.4 

18.1 
12.1 

14.7 6.3 
17.9 

14.8 

3.7 2.6 

40.0 4.1 
4.8 

8.6 

5.9 

13.0 

2.5 
7.1 

5.9 12.5 
7.1 

5.4 
3.4 2.9 

3.7 
15.3 

23.8 24.1 
41.4 

26.1 
14.2 16.3 23.5 25.0 32.1 

17.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ
25

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22

Ｈ
21

大学院

利用しないのでわからない

その他の目的

休憩

ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習室の利用

ﾊﾟｿｺﾝの利用

文献複写

文献調査

CD,ﾋﾞﾃﾞｵの視聴

新聞,雑誌の閲覧

図書の閲覧

図書の借り出し

自習



― 34 ―

２２．専門学校通学状況 

全体で 96.8％が通っていない。通っている学生は「公務員学校」に法文学部（2.4％），農学

部（2.0％），教育学部（1.8％）であり，語学学校は全ての学部で 1％以下である。 
大学院生は全体で 96％とほとんどの学生が通っていない。語学学校に通う学生が学部生より

多く，人文社会科学研究科（7.4％），医歯学総合研究科（3.4％），連合農学研究科（8.7％）で

あり，留学志向のある学生を反映しているのかもしれない。 
図Ⅳ－２２ 専門学校通学状況 
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２２．専門学校通学状況 

全体で 96.8％が通っていない。通っている学生は「公務員学校」に法文学部（2.4％），農学

部（2.0％），教育学部（1.8％）であり，語学学校は全ての学部で 1％以下である。 
大学院生は全体で 96％とほとんどの学生が通っていない。語学学校に通う学生が学部生より

多く，人文社会科学研究科（7.4％），医歯学総合研究科（3.4％），連合農学研究科（8.7％）で

あり，留学志向のある学生を反映しているのかもしれない。 
図Ⅳ－２２ 専門学校通学状況 

第５章 課外活動について 

１．サークルへの加入状況（学部のみ） 

今回の調査時において，66％の学部生が何らかのサークルに加入している。この割合は前

回調査時（平成 23年度）と比べても変化は見られない。また，学年ごとに見ると，低学年

の学生ほど加入率が高い。高学年になるにつれ，サークルから脱退する学生が増加している

ことが窺える。 

図Ⅴ－１ サークルへの加入状況 

２．加入サークルの種類（学部のみ） 

サークル加入者のうち，全体のおよそ５割が体育系のサークルに所属しており，文化系
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３．サークル活動に要する時間（学部のみ） 

１週間あたり，サークル活動に費やす時間については，３時間未満の学生が全体のおよそ

４割と最も多い。３〜５時間未満の学生が 20.8％，５〜10時間未満の学生が 21.7％，10～

15時間未満の学生が 10.3％と続き，15時間以上の学生は 7.5％である。多くの学生は，長

時間サークル活動に費やしていないことがわかる。 

図Ⅴ－３ サークル活動に要する時間 

４．サークル活動をやめた理由（学部のみ） 

サークルをやめた学生のうち，その理由として最も多かったのは，「雰囲気が自分に合わ

なかった」であった（20％）。次いで，「活動に興味を失った」（17.3％），「学業に支障があ

った」（16.2％），「アルバイトを優先させたかった」（11.4％）が多いが，この傾向も，前回

調査時（平成 23年度）とほぼ同様である。 

図Ⅴ－４ サークル活動をやめた理由 
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３．サークル活動に要する時間（学部のみ） 

１週間あたり，サークル活動に費やす時間については，３時間未満の学生が全体のおよそ

４割と最も多い。３〜５時間未満の学生が 20.8％，５〜10時間未満の学生が 21.7％，10～

15時間未満の学生が 10.3％と続き，15時間以上の学生は 7.5％である。多くの学生は，長

時間サークル活動に費やしていないことがわかる。 

図Ⅴ－３ サークル活動に要する時間 

４．サークル活動をやめた理由（学部のみ） 

サークルをやめた学生のうち，その理由として最も多かったのは，「雰囲気が自分に合わ

なかった」であった（20％）。次いで，「活動に興味を失った」（17.3％），「学業に支障があ

った」（16.2％），「アルバイトを優先させたかった」（11.4％）が多いが，この傾向も，前回

調査時（平成 23年度）とほぼ同様である。 

図Ⅴ－４ サークル活動をやめた理由 

５．ボランティア活動の経験 

学部生の場合，入学後にボランティアを経験したことのある学生は，全体の 34.4％であった。

前回調査時（平成 23年度）は，30.7％であったことと比較すると，わずかではあるが，およそ

４％の増加が見られる。学部別にみると，教育学部の学生のボランティア経験の割合が高い

（52.1％）。この傾向は，前回調査時（平成 23年度）と同様である。 
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図Ⅴ－５ ボランティア活動の経験 
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６．ボランティア活動の内容 

学部生の場合，ボランティア活動の内容としては，「教育補助，保育」（19.5％），「地域協

力，街づくり」（15.5％），「環境，清掃，自然保護」（15.3％）の割合が高い。前回の調査（平

成 23年度）においても，ほぼ同様の傾向がみられるが，それぞれの割合は低下している。 

  大学院生の場合も，学部生の場合と同様に，「教育補助，保育」（27％），「地域協力，街づ

くり」（20.2％），「環境，清掃，自然保護」（13.1％）の割合が高い。これも，前回の調査（平

成 23年度）結果とほぼ同様の傾向を示している。 

 

図Ⅴ－６ ボランティア活動の内容（複数回答可） 
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６．ボランティア活動の内容 

学部生の場合，ボランティア活動の内容としては，「教育補助，保育」（19.5％），「地域協

力，街づくり」（15.5％），「環境，清掃，自然保護」（15.3％）の割合が高い。前回の調査（平

成 23年度）においても，ほぼ同様の傾向がみられるが，それぞれの割合は低下している。 

  大学院生の場合も，学部生の場合と同様に，「教育補助，保育」（27％），「地域協力，街づ

くり」（20.2％），「環境，清掃，自然保護」（13.1％）の割合が高い。これも，前回の調査（平

成 23年度）結果とほぼ同様の傾向を示している。 

 

図Ⅴ－６ ボランティア活動の内容（複数回答可） 

第 6 章 就職について 

１．卒業（修了）後の進路希望 

卒業後の進路の第１希望を，「就職」と考えている学部生が最も多く，73.5％であった。次に

多かったのが，「進学」と考えている学部生であり，19.0％だった。 

修了後の進路の第１希望について，院生全体の 80.8％が「就職」を希望している。保健学研

究科の 10％が「進学」を希望していた。 

 

図Ⅵ－１ 卒業（修了）後の進路希望 
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２．就職の希望職種（分野） 

希望の高かった職種についてみると，各学部の特性を生かす職種を希望していた。学部生全

体では，「公務員」希望者は 17.6％と，平成 23 年度の調査（19.2％）を下回った。また，「わ

からない，決めていない」が 13.6％であった。 

大学院生の希望の高かった職種については，教育学研究科では「教員」，保健学研究科，医歯

学総合研究科及び臨床心理学研究科では「医療，福祉」，理工学研究科では「製造」，農学研究

科，水産学研究科及び連合農学研究科では「農林，水産」，人文社会科学研究科及び司法政策研

究科では「その他」であった。 

 

図Ⅵ－２ 就職の希望職種（分野） 
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２．就職の希望職種（分野） 

希望の高かった職種についてみると，各学部の特性を生かす職種を希望していた。学部生全

体では，「公務員」希望者は 17.6％と，平成 23 年度の調査（19.2％）を下回った。また，「わ

からない，決めていない」が 13.6％であった。 

大学院生の希望の高かった職種については，教育学研究科では「教員」，保健学研究科，医歯

学総合研究科及び臨床心理学研究科では「医療，福祉」，理工学研究科では「製造」，農学研究

科，水産学研究科及び連合農学研究科では「農林，水産」，人文社会科学研究科及び司法政策研

究科では「その他」であった。 

 

図Ⅵ－２ 就職の希望職種（分野） 

３．就職する場合の重要事項 

就職先の選択において，「仕事内容」（29.1％）を最も重要視する傾向が見受けられた。次い

で「給与，福利厚生」16.5％であり，「安定性」15.7％，「将来性」13.6％と高かった。 

大学院生の就職する際の重要事項は，「仕事内容」と回答した者が全体の 30.4％であり，「給

与，福利厚生」（17.7％），「将来性」（14.2％）の順に続いて高い比率を示している。 

 

図Ⅵ－３ 就職する場合の重要事項（３つまで回答可） 
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４．就職の希望地域 

就職について，学部生の半数以上が九州地方への就職を希望していた。学部生全体では，鹿

児島県内への希望が 27.1％であり，その内の県内出身者が 21.9％，県外出身者が 5.2％を占め

ていた。教育学部生は，44.1％が「鹿児島県」への就職を希望していた。 

 大学院生全体の就職する際の希望地域について，九州内が 24.5％と高く，鹿児島県内の希望

は 22.6％であり，その内の県内出身者が 17.6％，県外出身者が 5.0％であった。「国内ならど

こでもよい」は 16.5％であった。人文社会科学研究科，教育学研究科，保健学研究科，医歯学

総合研究科，司法政策研究科及び臨床心理学研究科において鹿児島県が高い比率を示した。 

図Ⅵ－４ 就職の希望地域（複数回答可） 
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４．就職の希望地域 

就職について，学部生の半数以上が九州地方への就職を希望していた。学部生全体では，鹿

児島県内への希望が 27.1％であり，その内の県内出身者が 21.9％，県外出身者が 5.2％を占め

ていた。教育学部生は，44.1％が「鹿児島県」への就職を希望していた。 

 大学院生全体の就職する際の希望地域について，九州内が 24.5％と高く，鹿児島県内の希望

は 22.6％であり，その内の県内出身者が 17.6％，県外出身者が 5.0％であった。「国内ならど

こでもよい」は 16.5％であった。人文社会科学研究科，教育学研究科，保健学研究科，医歯学

総合研究科，司法政策研究科及び臨床心理学研究科において鹿児島県が高い比率を示した。 

図Ⅵ－４ 就職の希望地域（複数回答可） 

５．就職に関する大学への要望 

学部生全体の 31.8％が「わからない」，9.2％が「いまのままでよい」と回答した。求めるも

のの上位は，「面接対策，履歴書の書き方等の指導」14.4％，「公務員，教員採用試験の合格対

策講座」11.2％，「インターンシップ」8.5％，「学内企業説明会」7.9％であった。 

大学院生全体の 29.4％が「わからない」，16.1％が「いまのままでよい」と回答した。求め

るものの上位は，「面接対策，履歴書の書き方等の指導」13.1％，「インターンシップ」10.6％，

「学内企業説明会」9.2％であった。 

 

図Ⅵ－５ 就職に関する大学への要望 
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第７章 悩み，ハラスメントについて 

１．現在の悩み 
学部生については，学業および進路，就職に関する悩みが多く，全項目の 50％を占めるが，

６年制の３学部においては，約 40％と相対的に低い傾向がある。悩みがないと答えている学生

は約 10％であり，日常の学生生活において，学生は何らかの悩みを抱えている実態がわかる。 

また，悩みがない，と答えている院生は，約 10％にとどまり，なんらかの悩みを抱えている

学生が圧倒的に多い。学業，進路，就職に関する悩みが多く，全体の 45％を占めている。学部

生に比べ，経済的問題がやや多い傾向がある。 

 

図Ⅶ－１ 現在の悩み（複数回答可） 
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第７章 悩み，ハラスメントについて 

１．現在の悩み 
学部生については，学業および進路，就職に関する悩みが多く，全項目の 50％を占めるが，

６年制の３学部においては，約 40％と相対的に低い傾向がある。悩みがないと答えている学生

は約 10％であり，日常の学生生活において，学生は何らかの悩みを抱えている実態がわかる。 

また，悩みがない，と答えている院生は，約 10％にとどまり，なんらかの悩みを抱えている

学生が圧倒的に多い。学業，進路，就職に関する悩みが多く，全体の 45％を占めている。学部

生に比べ，経済的問題がやや多い傾向がある。 

 

図Ⅶ－１ 現在の悩み（複数回答可） 
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図Ⅶ－２ 悩みの相談相手（複数回答可） 
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３．悩みへの対処方法 

いずれの学部，入学年度においても自力で解決したという回答が 40％と最大数を占めている。

他人の助力により解決した，がそれに次いでいるが，前問とも関連して，「他人」の内容をもう

少し掘り下げて調査する必要があるように感じられる。 

大学院生は自力で解決した割合が多く，９割近くの院生が「何らかの形で解決」している。 

 

図Ⅶ－３ 悩みへの対処方法（複数回答可） 
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３．悩みへの対処方法 

いずれの学部，入学年度においても自力で解決したという回答が 40％と最大数を占めている。

他人の助力により解決した，がそれに次いでいるが，前問とも関連して，「他人」の内容をもう

少し掘り下げて調査する必要があるように感じられる。 

大学院生は自力で解決した割合が多く，９割近くの院生が「何らかの形で解決」している。 

 

図Ⅶ－３ 悩みへの対処方法（複数回答可） 
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５．ハラスメントの内容 
学部生においては，種々ハラスメントの中で，アカデミックハラスメントの割合が多いが， 

アルコールハラスメントの割合がやや高い２つの学部が見受けられる。 

大学院生のハラスメントの種類は，パワーハラスメントとアカデミックハラスメントの比率 

が圧倒的に多い。また，アルコールハラスメントがやや多い傾向（33.3％）の研究科が見られ

る。 

 

図Ⅶ－５ ハラスメントの内容（複数回答可） 
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５．ハラスメントの内容 
学部生においては，種々ハラスメントの中で，アカデミックハラスメントの割合が多いが， 

アルコールハラスメントの割合がやや高い２つの学部が見受けられる。 

大学院生のハラスメントの種類は，パワーハラスメントとアカデミックハラスメントの比率 

が圧倒的に多い。また，アルコールハラスメントがやや多い傾向（33.3％）の研究科が見られ

る。 

 

図Ⅶ－５ ハラスメントの内容（複数回答可） 

６．ハラスメントの場所 
授業，実習，ゼミ，研究活動で，ハラスメントを受けたという回答が 40－50％を占めるが， 

アルコールハラスメントの割合がやや高かった２つの学部では，飲み会での割合が多い。 

大学院生では，ゼミ，研究活動中，授業，実習中にハラスメントを受けた割合が多い。 

 

図Ⅶ－６ ハラスメントの場所（複数回答可） 
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７．ハラスメントの行為者 
教員からハラスメントを受けたという回答が多く，約 40％を占めるが，６年制の学部で

80％を超える学部が見受けられる。また，別の６年制の学部において，同じ学部の学生から

という回答が多い傾向が見受けられた。 

大学院生では，教員からハラスメントを受けた割合が多く，次いで，同じ研究科の学生， 

職員の順である。１つの研究科で教員以外の職員の割合がやや多い。 

 
図Ⅶ－７ ハラスメントの行為者（複数回答可） 

41.0 
51.6 

41.4 45.1 

82.4 

40.0 36.1 
42.9 40.0 

33.3 36.1 
44.4 

52.5 48.6 

75.0 

100.0 
100.0 

44.6 

6.6 
9.8 

5.9 

2.0 
2.8 

7.1 

3.7 2.8 

7.4 
1.6 8.6 

6.3 

4.4 
11.5 

19.4 
31.0 

17.6 

5.9 

22.0 
13.9 

14.3 

9.3 

23.6 

22.2 14.8 14.3 

12.5 

17.0 
4.9 

19.4 
6.9 

19.6 

5.9 

10.0 
22.2 

14.3 

40.0 
16.7 

11.1 

11.1 
14.8 

17.1 

6.3 

13.3 11.5 

6.9 

3.9 

6.0 5.6 

20.0 

11.1 
4.2 

5.6 6.6 
2.9 

5.8 
24.6 

9.7 13.8 
3.9 

20.0 19.4 21.4 25.9 22.2 
9.3 9.8 8.6 

15.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ
25

共
同
獣
医

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22

Ｈ
21

Ｈ
20

Ｈ
19

Ｈ
18

学部

その他

他学部の学生

同じ学部の学生

ｻｰｸﾙのﾒﾝﾊﾞｰ

教員以外の職員

教員

33.3 

100.0 

66.7 
53.3 

25.0 

50.0 

71.4 

50.0 

100.0 

46.2 45.5 

100.0 
100.0 

100.0 

53.7 

16.7 

13.3 

25.0 

7.7 13.6 
9.8 16.7 

33.3 

13.3 

25.0 

50.0 
14.3 

30.8 
13.6 

17.1 

25.0 

4.5 
2.4 33.3 

20.0 14.3 

50.0 

15.4 
22.7 17.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ
25

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22

Ｈ
21

大学院

その他

他研究科の学生

同じ研究科の学生

ｻｰｸﾙのﾒﾝﾊﾞｰ

教員以外の職員

教員



― 51 ―

７．ハラスメントの行為者 
教員からハラスメントを受けたという回答が多く，約 40％を占めるが，６年制の学部で

80％を超える学部が見受けられる。また，別の６年制の学部において，同じ学部の学生から

という回答が多い傾向が見受けられた。 

大学院生では，教員からハラスメントを受けた割合が多く，次いで，同じ研究科の学生， 

職員の順である。１つの研究科で教員以外の職員の割合がやや多い。 

 
図Ⅶ－７ ハラスメントの行為者（複数回答可） 

８．ハラスメントの相談者 
 学部生では，だれにも相談していない，という回答が最も多く 30－40％を占めている。相談

した場合の相談相手は，友人が多く，次に家族，先輩，知人の順で，学生何でも相談室やハラ

スメント相談員への相談割合は，低い傾向が見られる。深刻さの程度の問題や，相談件数のみ

では判断できない難しい問題であるが，相談システムの改善が可能か，検討課題と考えられる。 

大学院生の相談相手としては，友人が多く，学部生に比べて教員に相談した割合が比較的高

い。学生何でも相談室や大学のハラスメント相談員に相談した例は少なく，相談の深刻さの程

度もあるのであろうが，現在の相談システムが良く機能しているか，改善の余地はないか，検

討課題と思われる。 

 
図Ⅶ－８ ハラスメントの相談者（複数回答可） 
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９．ハラスメントの解決 
 学部生の解決した割合は，全体では 50％程度であるが，２学部ほど未解決の割合が多いとこ

ろ（未解決が 70～80％）が見受けられる。 

 大学院生は，学部生と比較して解決していない，という割合が有意に高い。研究室，ゼミな

ど行動範囲の狭さゆえに，そこで問題を抱えると解決しにくい側面があるように思える。前問

とも関連して，公平な立場の相談窓口としての「学生何でも相談室」や「ハラスメント相談員」

が良好に機能できるようにシステムの改善が必要と思われる。 
 

図Ⅶ－９ ハラスメントの解決 
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９．ハラスメントの解決 
 学部生の解決した割合は，全体では 50％程度であるが，２学部ほど未解決の割合が多いとこ

ろ（未解決が 70～80％）が見受けられる。 

 大学院生は，学部生と比較して解決していない，という割合が有意に高い。研究室，ゼミな

ど行動範囲の狭さゆえに，そこで問題を抱えると解決しにくい側面があるように思える。前問

とも関連して，公平な立場の相談窓口としての「学生何でも相談室」や「ハラスメント相談員」

が良好に機能できるようにシステムの改善が必要と思われる。 
 

図Ⅶ－９ ハラスメントの解決 

第８章 その他 

１．大学からの情報の取得方法 

学部生では「大学からの電子メール」が 77.2％と最も高く，次いで「学内の掲示板」が 15.5％

であり，「大学のホームページ」が 5.8％となっている。 

大学院生では「大学からの電子メール」が 76.2％を占め，次が「大学のホームページ」が 

12.9％であり，「学内の掲示板」は 10.2％という結果であった。 

 

図Ⅷ－１ 大学からの情報の取得方法 
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２．本学学生による違法行為・迷惑行為 
本学学生による違法行為・迷惑行為を見たり，聞いたりしたことがありますかとの問いに対

し，学部生では，83.3％が「いいえ」と回答し，「ある」は 16.7％と回答した。 

大学院生は，84.6％が「いいえ」と回答し，「ある」は 15.4％と回答した。 

 
図Ⅷ－２ 本学学生による違法行為・迷惑行為 
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２．本学学生による違法行為・迷惑行為 
本学学生による違法行為・迷惑行為を見たり，聞いたりしたことがありますかとの問いに対

し，学部生では，83.3％が「いいえ」と回答し，「ある」は 16.7％と回答した。 

大学院生は，84.6％が「いいえ」と回答し，「ある」は 15.4％と回答した。 

 
図Ⅷ－２ 本学学生による違法行為・迷惑行為 

３．見聞した違法行為・迷惑行為の種類 
学部生の 28.4％が「飲酒による迷惑行為，未成年の飲酒」と回答した。「試験中の不正行為」

は 22.4％，「道路交通法違反」は 17.9％と回答した。続いて「盗撮，のぞき」9.9％，「万引き，

窃盗」9.8％であった。 

大学院生の 27.0％が「飲酒による迷惑行為，未成年の飲酒」と回答し，23.0％が「試験中の

不正行為」とし，20.3％が「道路交通法違反」と回答した。続いて「万引き，窃盗」8.1％，「盗

撮，のぞき」7.4％であった。 

 
図Ⅷ－３ 見聞した違法行為・迷惑行為の種類（複数回答可） 
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４．トラブルの有無 
学部生の 90.9％が「特にない」と回答した。しかし，5.7％が「不審者との遭遇」と回答し，

特に法文学部が 8.1％，教育学部が 7.9％と目立った。次が「宗教関係」と「その他暴力，スト

ーカーなど」が 1.4％であった。 

大学院生の 93.5％が「特にない」と回答した。教育学研究科では，「不審者との遭遇」と「そ

の他暴力，ストーカーなど」が 5.3％と高かった。 

 
図Ⅷ－４ トラブルの有無 
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ーカーなど」が 1.4％であった。 

大学院生の 93.5％が「特にない」と回答した。教育学研究科では，「不審者との遭遇」と「そ

の他暴力，ストーカーなど」が 5.3％と高かった。 

 
図Ⅷ－４ トラブルの有無 
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第９章 大学生活についての感想，意見，要望等について 

（自由記述） 

 

自由記述による要望については，多様な回答が寄せられた。まず，特に多く寄せられた要望

について代表的なものを抜き出す。 

 

○他大学では図書館を 24時間開館してあるところもあるので，鹿児島大学でも取り入れてほし

いです。 

 

○図書館を 24時間開館してほしい。24時間は無理でもせめて 12時までとか。9時は早すぎる

と思う。九州大学とか 24時間利用出来ると聞いたので，とても恵まれていると思う。 

 

図書館の開館時間の延長を望む回答も多かった。せっかくの学生の学習への意欲なので，これ

をサポートできるのであれば大学としてはぜひとも対応したいものである。また，図書館から

閉め出された結果，近隣のファミリーレストラン等を長時間占拠する可能性もあり，この点か

らも対応が望まれる。 

 

○昼休みに学生が学生係を利用できるようにする。 

 

○学生係の対応が悪いと思います。学生内の話題でも多くあがるもののひとつです。行ってみ

ても反応をしめさない。挨拶がない。怒りぎみの口調である。など皆さんがそうであるわけ

でないのですが，一部の方を除いてこういったことが感じ取れます。学生としては大学につ

いての相談を気軽にしたいと考えているので，改善願いたいです。 

 

学生係の対応への不満も目立った。昼休みの対応は検討すべきではないだろうか。また多様で

数多い学生に対応する中で，常に高いクオリティーの窓口対応を維持することは難しいだろう

が，大学と学生との関係性を考慮した上で，少なくともこのような意見が出ていることを担当

部課は認識すべきであると思われる。 

 

○生協が新サークル棟に移ったため工学部の近くに売店がなくなってしまいました。昼休み以

外の休み時間に売店に行くのが困難です。工学部付近に売店の設置を要望します。 

 

○大学生協の飲食店の独占はどうかと思います。名古屋大学などの他の大学ではコンビニや格

安のレストランなども入っており，学生が自分の意思で店を選ぶことができます。ですが，

鹿児島大学では昼，学食が混みすぎて授業に間に合わないこともあるほどです。 

 

○医学部キャンパスの食堂が狭くいつも混雑します。座席数を多くしてください。また，食堂

での料理の配膳が郡元キャンパスに比べて量が少なく，また雑な事が多いので改善していた
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○大学生協の飲食店の独占はどうかと思います。名古屋大学などの他の大学ではコンビニや格

安のレストランなども入っており，学生が自分の意思で店を選ぶことができます。ですが，

鹿児島大学では昼，学食が混みすぎて授業に間に合わないこともあるほどです。 

 

○医学部キャンパスの食堂が狭くいつも混雑します。座席数を多くしてください。また，食堂

での料理の配膳が郡元キャンパスに比べて量が少なく，また雑な事が多いので改善していた

 
 

だけると幸いです。 

 

生協および学習交流プラザへの要望も多く見られた。特に，桜ヶ丘キャンパスの食堂に関す

る要望（メニューの質および席数）に対する不満が多い。また最近，大学生協中央店のすぐ外

にコンビニエンスストアも開店し，生協売店の利用価値が相対的に低下したのに対し，工学部

側にはそういった施設が充実しておらず，不満を感じているようである。確かに，生協店舗の

品揃えは，コンビニエンスストア等で入手可能なものが多く，大学生の学習や研究室運営のサ

ポートに特化するような状況となっていないように思われ，このことが経営母体としての大学

生協への疑問も散見される結果となったのではないだろうか。 

 

○自転車に乗る人のマナーの悪さが目立っていると思います。自身も自転車に乗っていますが，

いきなり飛び出してきてぶつかりそうになったりして危険な目に遭ったことが何度かありま

した。マナーを知らない人のため，マナーがあいまいな人のためにも定期的に自転車を正し

く乗りこなすための安全教室みたいなものをしていただければ，より快適な大学生活を送れ

ると思います。 

 

○農学部の駐輪場が小さくなったのでとても不便になった。そのまま置かれたバイクや，置い

てはいけないはずの自転車が置かれたりしているから，面積を狭めたのなら管理体制を充実

させてほしい。 

 

自転車のマナー（危険な運転や，バイク駐輪場に駐輪しているなど）に対する要望，及び駐輪

場のスペースに関する要望が多く寄せられた。大学がどこまでコミットできるか議論の必要が

あるが，多くの学生が関心を持っているようである。 

 

○教育学部の講義棟が他の学部での教員免許取得希望者とかもいて一番利用者数が多いはずな

のに汚いのはおかしいと思う。自動で電気がついたりするハイクオリティなトイレもあるの

に教育学部のトイレは狭いし汚いし音姫の電池すら交換してもらえないのはひどい話だと思

っている。 

 

○なぜか教育学部だけ古い建物のままなので，新しくしてほしいです。せめて，トイレだけで

ももう少し明るい雰囲気にしてほしいです。 

 

教育学部の講義棟が古いという意見が多かったことも記載しておく。特にトイレに関して要望

が多かった。学部で対応すべき事項かもしれないが，目立った意見として取り上げる。 

 

次に，比較的対応が容易であったり，早急の対応が必要に感じられた要望について取り上げる。 

 

○学生証の写真によりハラスメントを受けたことが複数回あるため，事情によれば学生証の写

真を変更できる制度がほしい。 
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○キャンパス間の無料移動バスがあって欲しいです。登下校が便利になりますし，他学部の授

業やサークルに通うのも便利になります。実際，筑波大学や大阪大学にはそのようなバスが

あります。 

 

○学校内の電気がついていないことが多々あり夜真っ暗な時歩きづらいです。 

 

○学生飲酒に関して，例年制度が厳しくなっている。未成年飲酒は禁止だし，問題を避けるた

めには必要なことかもしれないが，若者の酒離れを促しているように感じます。鹿児島は焼

酎の製造が盛んな地域なのに，鹿大生が鹿児島の活気づけにならないことはダメだと思いま

す。 

 

○要望：稲盛賞についての英語表記説明を，非日本人でも，インターネット上で簡単に検索・

閲覧できるようにしてほしい。 

要望理由：稲盛賞はとても名誉な賞で，それを受賞することを目標に日々学業に専念してい

る学生は，私だけではないと思う。そのような学生が，海外の大学院を志望したり，海外で

就職活動をした場合，履歴書の受賞歴の欄に「Inamori Prize」と書いても，先方にはその

賞がどの程度素晴らしい賞であるのか調べようがないと思われる。 

私は将来海外の大学院や海外で働くことを希望しており，その際に自分の履歴書の競争力を

高めるためにも是非「稲盛賞受賞」とかけるように今から努力し，準備している。しかし現

状では，仮に稲盛賞を受賞できたとしても英語表記説明が提供されていないため，履歴書の

受け手は（その人が日本人である場合を除き），稲盛賞について全くといっていいほど情報

を得られないだろう。 

 

これからは本学卒業生もどんどん海外に目を向けて行くものと思われる。是非海外の大学のホ

ームページ等を参考に，本学のホームページにも稲盛賞の英語表記説明を作成の上掲載してほ

しい。 

 

○短期海外留学したかった。大学の担当部署に話を伺いに行ったが，迷惑そうで，見下された

ような扱いを受け，嫌な気分になった。結局，断念した。 

 

○大学のホームページの各部局への問い合わせ先について，現状では電話番号しか記載されて

おりませんので，耳が不自由な私にとっては問い合わせができず，非常に困惑しております。 

ファクス番号および電子メール番号を明記して，聴覚に障害があっても問い合わせができる

ように配慮していただきたいです。 

 

ホームページ上のアクセシビリティ向上のためにも善処をお願い申し上げます。 

 

また，その他にも多様な要望がある中で，講義，研究室内の問題や指導教員に対する要望など

も相応数があった。気になるのは，そのことを相談する窓口が無いといった記述が見られたこ

とである。これらの対応は基本的に学生何でも相談室が窓口となるのであろうが，その周知が
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酎の製造が盛んな地域なのに，鹿大生が鹿児島の活気づけにならないことはダメだと思いま

す。 

 

○要望：稲盛賞についての英語表記説明を，非日本人でも，インターネット上で簡単に検索・

閲覧できるようにしてほしい。 

要望理由：稲盛賞はとても名誉な賞で，それを受賞することを目標に日々学業に専念してい
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就職活動をした場合，履歴書の受賞歴の欄に「Inamori Prize」と書いても，先方にはその

賞がどの程度素晴らしい賞であるのか調べようがないと思われる。 

私は将来海外の大学院や海外で働くことを希望しており，その際に自分の履歴書の競争力を

高めるためにも是非「稲盛賞受賞」とかけるように今から努力し，準備している。しかし現

状では，仮に稲盛賞を受賞できたとしても英語表記説明が提供されていないため，履歴書の
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これからは本学卒業生もどんどん海外に目を向けて行くものと思われる。是非海外の大学のホ

ームページ等を参考に，本学のホームページにも稲盛賞の英語表記説明を作成の上掲載してほ

しい。 

 

○短期海外留学したかった。大学の担当部署に話を伺いに行ったが，迷惑そうで，見下された

ような扱いを受け，嫌な気分になった。結局，断念した。 

 

○大学のホームページの各部局への問い合わせ先について，現状では電話番号しか記載されて

おりませんので，耳が不自由な私にとっては問い合わせができず，非常に困惑しております。 
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ホームページ上のアクセシビリティ向上のためにも善処をお願い申し上げます。 

 

また，その他にも多様な要望がある中で，講義，研究室内の問題や指導教員に対する要望など

も相応数があった。気になるのは，そのことを相談する窓口が無いといった記述が見られたこ

とである。これらの対応は基本的に学生何でも相談室が窓口となるのであろうが，その周知が

 
 

遅れている，あるいは少なくとも必要な学生に届いていない現状があることが窺え，今後の課

題と思われる。 
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学 生 生 活 実 態 調 査 項 目（学部生） 

 

＊この調査は，「基本事項」「経済状況」「住居・通学」「学習」「課外活動」「就職」「悩み・

ハラスメント」「その他」「記述事項（意見等）」についての質問構成になっています。 

 

＊以下の質問について，あなたの回答に最も近い項目（選択肢）の番号を選択してくださ

い。 

 

＊記入にあたっては，平成 25年 9月 1日現在で記入してください。 

 

基本事項について 

(1) 性別                                  

   １．男   ２．女 

 

(2) 出身地 

   １．北海道 ２．青森 ３．岩手 ４．宮城 ５．秋田 ６．山形 ７．福島  

８．茨城 ９．栃木 １０．群馬 １１．埼玉 １２．千葉 １３．東京  

１４．神奈川 １５．新潟 １６．富山 １７．石川 １８．福井 １９．山梨  

２０．長野 ２１．岐阜 ２２．静岡 ２３．愛知 ２４．三重 ２５．滋賀  

２６．京都 ２７．大阪 ２８．兵庫 ２９．奈良 ３０．和歌山 ３１．鳥取  

３２．島根 ３３．岡山 ３４．広島 ３５．山口 ３６．徳島 ３７．香川  

３８．愛媛 ３９．高知 ４０．福岡 ４１．佐賀 ４２．長崎 ４３．熊本  

４４．大分 ４５．宮崎 ４６．鹿児島 ４７．沖縄 ４８．海外 

 

(3) 配偶者の有無                             

   １．無   ２．有  

 

(4) 子供の有無                               

   １．無   ２．有 

 

 (5) 所属学部 

   １．法文学部 ２．教育学部 ３．理学部 ４．医学部 ５．歯学部 ６．工学部 

   ７．農学部 ８．水産学部 ９．共同獣医学部                            

 

(6) 入学年度 

１．平成 25年(2013年) ２．平成 24年(2012年) ３．平成 23年(2011年)  

４．平成 22年(2010年) ５．平成 21年(2009年) ６．平成 20年(2008年)  

７．平成 19年(2007年) ８．平成 18年(2006年)以前  
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学 生 生 活 実 態 調 査 項 目（学部生） 

 

＊この調査は，「基本事項」「経済状況」「住居・通学」「学習」「課外活動」「就職」「悩み・

ハラスメント」「その他」「記述事項（意見等）」についての質問構成になっています。 

 

＊以下の質問について，あなたの回答に最も近い項目（選択肢）の番号を選択してくださ

い。 

 

＊記入にあたっては，平成 25年 9月 1日現在で記入してください。 

 

基本事項について 

(1) 性別                                  

   １．男   ２．女 

 

(2) 出身地 

   １．北海道 ２．青森 ３．岩手 ４．宮城 ５．秋田 ６．山形 ７．福島  

８．茨城 ９．栃木 １０．群馬 １１．埼玉 １２．千葉 １３．東京  

１４．神奈川 １５．新潟 １６．富山 １７．石川 １８．福井 １９．山梨  

２０．長野 ２１．岐阜 ２２．静岡 ２３．愛知 ２４．三重 ２５．滋賀  

２６．京都 ２７．大阪 ２８．兵庫 ２９．奈良 ３０．和歌山 ３１．鳥取  

３２．島根 ３３．岡山 ３４．広島 ３５．山口 ３６．徳島 ３７．香川  

３８．愛媛 ３９．高知 ４０．福岡 ４１．佐賀 ４２．長崎 ４３．熊本  

４４．大分 ４５．宮崎 ４６．鹿児島 ４７．沖縄 ４８．海外 

 

(3) 配偶者の有無                             

   １．無   ２．有  

 

(4) 子供の有無                               

   １．無   ２．有 

 

 (5) 所属学部 

   １．法文学部 ２．教育学部 ３．理学部 ４．医学部 ５．歯学部 ６．工学部 

   ７．農学部 ８．水産学部 ９．共同獣医学部                            

 

(6) 入学年度 

１．平成 25年(2013年) ２．平成 24年(2012年) ３．平成 23年(2011年)  

４．平成 22年(2010年) ５．平成 21年(2009年) ６．平成 20年(2008年)  

７．平成 19年(2007年) ８．平成 18年(2006年)以前  

      

 
 

(7) 学年 

   １．1年 ２．2年 ３．3年 ４．4年 ５．5年（医・歯・獣医） 

 ６．6年（医・歯・獣医） 

 

Ⅰ 経済状況について 

(8) あなたの 1ヶ月の平均収入額(家族からの援助等を含みます)はどのくらいですか  

   １．おおよそ 3万円未満         ２．おおよそ 3万円以上～5万円未満 

   ３．おおよそ 5万円以上～7万円未満  ４．おおよそ 7万円以上～10万円未満 

   ５．おおよそ 10万円以上～12万円未満  ６．おおよそ 12万円以上～15万円未満 

   ７．おおよそ 15万円以上    

 

(9) あなたの 1ヶ月の平均支出額(授業料は除きます) はどのくらいですか 

   １．おおよそ 3万円未満 ２．おおよそ 3万円以上～5万円未満 

   ３．おおよそ 5万円以上～7万円未満 ４．おおよそ 7万円以上～10万円未満 

   ５．おおよそ 10万円以上～12万円未満 ６．おおよそ 12万円以上～15万円未満 

   ７．おおよそ 15万円以上      

 

(10) あなたの主な家計支持者は誰ですか 

  １．父 ２．母 ３．兄弟姉妹 ４．祖父母 ５．配偶者 ６．本人 ７．その他 

   

  (11) 大学に入学してからアルバイトをしたことがありますか 

   １．全くしたことがない  ２．長期休暇中のみのアルバイトをした 

３．授業期間中に経常的なアルバイトをした  

４．授業期間中に臨時的なアルバイトをした 

５．長期休暇中も授業期間中も経常的にアルバイトをした 

 

  (12) (11)で２～５を選んだ方に伺います。 

①どのような職種のアルバイトをしましたか（複数回答可） 

１．家庭教師，塾講師       ２．店員（コンビニ，スーパー，飲食店など） 

３．作業員（工事現場，工場，倉庫など）   

４．特殊技能（翻訳，コンピュータ操作等） 

５．大学でのティーチングアシスタント，リサーチアシスタント 

６．その他 

  

② アルバイトに費やす時間は，１週間あたりどの位ですか（でしたか） 

１．4時間未満 ２．4時間以上～8時間未満 

３．8時間以上～16時間未満 ４．16時間以上～24時間未満 

５．24時間以上～32時間未満 ６．32時間以上～40時間未満 

７．40時間以上 
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③アルバイトで得た収入は主に何に使いますか（ましたか）（3つまで回答可） 

１．授業料          ２．授業料以外の学習費 

３．通学費          ４．衣食住のための生活費 

５.サークル活動       ６.自動車等の購入，維持費 

７.携帯電話などの通信費    ８.レジャーや旅行 

９.娯楽，嗜好品              １０.貯蓄            １１.その他 

 

Ⅱ 住居・通学について 

  (13) 現在のすまいについて，次のどれにあたりますか 

１．家族と同居 ２．アパート，マンション ３．学生寮 ４．親戚，知人宅 

５．下宿 ６．その他 

 

  (14) 通学に利用している主な交通手段は次のどれですか(移動距離の最も長いもの 

を選択) 

１．自転車 ２．徒歩 ３．バイク，原付 ４．自家用車 ５．バス ６．市電 

７．ＪＲ在来線 ８．新幹線 ９．フェリー   １０．その他  

 

Ⅲ 学習について 

   (15) 大学に進学した主な理由はどれですか（３つまで回答可） 

   １．興味ある分野を深く学習したかったため 

   ２．卒業研究，大学院進学など研究に興味があったため 

   ３．希望する職種，業種と関係しているため 

   ４．一般的に就職に有利だと思ったから 

   ５．友人，サークル活動，人脈などのため 

   ６．親や高校の先生に勧められたから 

   ７．みんなが進学するから，なんとなく 

   ８．その他 

   

(16) 本学への入学は第１志望でしたか。 

  １．はい   ２．いいえ 

  

   (17) 本学を志望した主な理由はどれですか（3つまで） 

１．国立大学なので         ２．地元の大学なので 

３．大学の特色，学風が気に入った  ４．専攻したい学科，課程があった 

５．将来の進路を考えて       ６．鹿児島の気候，風土に魅力を感じた 

７．受験の実力ランクを考えて    ８．経済的理由 

９．ほかの人に勧められて      １０．その他  

 

  (18) 授業にはどのくらい出席していますか 

   １．全て出席している   ２．だいたい出席している 
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③アルバイトで得た収入は主に何に使いますか（ましたか）（3つまで回答可） 

１．授業料          ２．授業料以外の学習費 

３．通学費          ４．衣食住のための生活費 

５.サークル活動       ６.自動車等の購入，維持費 

７.携帯電話などの通信費    ８.レジャーや旅行 

９.娯楽，嗜好品              １０.貯蓄            １１.その他 

 

Ⅱ 住居・通学について 

  (13) 現在のすまいについて，次のどれにあたりますか 

１．家族と同居 ２．アパート，マンション ３．学生寮 ４．親戚，知人宅 

５．下宿 ６．その他 

 

  (14) 通学に利用している主な交通手段は次のどれですか(移動距離の最も長いもの 

を選択) 

１．自転車 ２．徒歩 ３．バイク，原付 ４．自家用車 ５．バス ６．市電 

７．ＪＲ在来線 ８．新幹線 ９．フェリー   １０．その他  

 

Ⅲ 学習について 

   (15) 大学に進学した主な理由はどれですか（３つまで回答可） 

   １．興味ある分野を深く学習したかったため 

   ２．卒業研究，大学院進学など研究に興味があったため 

   ３．希望する職種，業種と関係しているため 

   ４．一般的に就職に有利だと思ったから 

   ５．友人，サークル活動，人脈などのため 

   ６．親や高校の先生に勧められたから 

   ７．みんなが進学するから，なんとなく 

   ８．その他 

   

(16) 本学への入学は第１志望でしたか。 

  １．はい   ２．いいえ 

  

   (17) 本学を志望した主な理由はどれですか（3つまで） 

１．国立大学なので         ２．地元の大学なので 

３．大学の特色，学風が気に入った  ４．専攻したい学科，課程があった 

５．将来の進路を考えて       ６．鹿児島の気候，風土に魅力を感じた 

７．受験の実力ランクを考えて    ８．経済的理由 

９．ほかの人に勧められて      １０．その他  

 

  (18) 授業にはどのくらい出席していますか 

   １．全て出席している   ２．だいたい出席している 

 
 

３．あまり出席していない ４．全く出席していない 

 

  (19) (18)で３～４を選んだ方に伺います。授業を欠席する主な理由は何ですか 

   １．勉学の意欲がわかない  ２．内容がつまらない 

   ３．アルバイトで忙しい   ４．課外活動で忙しい 

   ５．就職活動で忙しい    ６．健康上の理由 

   ７．朝寝坊         ８．その他 

   

(20) 授業内容が理解できますか 

１．ほとんどの授業が理解できる  ２．理解できない授業が多少ある 

３．理解できない授業がかなりある ４．ほとんどの授業が理解できない 

  

   (21) 教員に対してどのようなことを希望しますか 

１．授業内容を充実させてほしい   ２．オフィスアワー＊を増やしてほしい 

３．個別学習指導に力を入れてほしい ４．履修指導を充実させてほしい 

５．学生との対話の場を持ってほしい ６．その他 

＊オフィスアワー:学生からの質問や相談に応じるために，教員が必ず研究室にい 

る時間帯 

 

(22) 自宅でのパソコンの使用環境は次のどれにあたりますか（タブレット端末は除き

ます）。 

  １．自分専用のパソコンを使っている 

   ２．家族共用のパソコンを自由に使える状況にある 

   ３．自分以外の家族のパソコンを一時的に使うことができる 

   ４．自宅にパソコンは無い 

 

  (23) (22)で１～３を選んだ方に伺います 

①そのパソコンはインターネットに接続されていますか 

１．はい  ２．いいえ 

 

   ②自宅にプリンターはありますか。 

   １．はい  ２．いいえ 

 

  (24) 本学の附属図書館にどの位の頻度で足を運びますか 

   １．週 4回以上 ２．週 2～3回 ３．週 1回程度 ４．月 1～2回程度  

   ５．ほとんど利用しない 

 

  (25) 本学の附属図書館の主な利用目的は何ですか 

１．自習  ２．図書の借り出し ３．図書の閲覧  ４．新聞，雑誌の閲覧 

５．CD，ビデオの視聴  ６．文献調査  ７．文献複写   
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８．パソコンの利用   ９．グループ学習室の利用  １０．休憩 

１１．その他の目的    １２.利用しないのでわからない 

 

  (26) 資格,技能を身につけるため現在専門学校等に通っている場合，その種類はどれ 

にあたりますか(自動車学校は除きます) 

   １．通っていない ２．公務員学校  ３．語学学校 ４．医療，福祉学校 

５．その他 

 

Ⅳ 課外活動について 

  (27) 学内のサークルに入っていますか 

   １．入っている  ２．入っていたがやめた  ３．入ったことがない 

 

  (28) (27)で１を選んだ方に伺います。 

   ①どのようなサークルに入っていますか（複数回答可） 

   １．音楽系  ２．文化系  ３．体育系   ４．その他 

 

②サークル活動に要する時間は 1週間あたり何時間位ですか 

１．3時間未満     ２．3～5時間未満  ３．5～10時間未満 

４．10～15時間未満  ５．15時間以上 

 

(29) (27)で２を選んだ方に伺います。 

学内のサークルをやめた理由は次のうちどれにあたりますか 

   １．学業に支障があった  ２．対人関係に問題があった 

３．活動に興味を失った  ４．雰囲気が自分に合わなかった 

   ５．体力的につらかった  ６．出費が多かった 

７．親に反対された    ８．アルバイトを優先させたかった 

 ９．その他 

   

  (30) 大学に入学してからボランティア活動をしたことがありますか 

   １．ある    ２．ない    

 

  (31) (30)で１を選んだ方に伺います。 

    経験したボランティアの活動内容はどれにあたりますか（複数回答可） 

１．教育補助，保育    ２．スポーツボランティア 

３．障がい者支援     ４．高齢者支援 

５．災害復興ボランティア ６．環境，清掃，自然保護 

７．地域協力，街づくり  ８．限界集落の支援 

９．観光ガイド      １０．国際交流 

１１．その他 
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８．パソコンの利用   ９．グループ学習室の利用  １０．休憩 

１１．その他の目的    １２.利用しないのでわからない 

 

  (26) 資格,技能を身につけるため現在専門学校等に通っている場合，その種類はどれ 

にあたりますか(自動車学校は除きます) 

   １．通っていない ２．公務員学校  ３．語学学校 ４．医療，福祉学校 

５．その他 

 

Ⅳ 課外活動について 

  (27) 学内のサークルに入っていますか 

   １．入っている  ２．入っていたがやめた  ３．入ったことがない 

 

  (28) (27)で１を選んだ方に伺います。 

   ①どのようなサークルに入っていますか（複数回答可） 

   １．音楽系  ２．文化系  ３．体育系   ４．その他 

 

②サークル活動に要する時間は 1週間あたり何時間位ですか 

１．3時間未満     ２．3～5時間未満  ３．5～10時間未満 

４．10～15時間未満  ５．15時間以上 

 

(29) (27)で２を選んだ方に伺います。 

学内のサークルをやめた理由は次のうちどれにあたりますか 

   １．学業に支障があった  ２．対人関係に問題があった 

３．活動に興味を失った  ４．雰囲気が自分に合わなかった 

   ５．体力的につらかった  ６．出費が多かった 

７．親に反対された    ８．アルバイトを優先させたかった 

 ９．その他 

   

  (30) 大学に入学してからボランティア活動をしたことがありますか 

   １．ある    ２．ない    

 

  (31) (30)で１を選んだ方に伺います。 

    経験したボランティアの活動内容はどれにあたりますか（複数回答可） 

１．教育補助，保育    ２．スポーツボランティア 

３．障がい者支援     ４．高齢者支援 

５．災害復興ボランティア ６．環境，清掃，自然保護 

７．地域協力，街づくり  ８．限界集落の支援 

９．観光ガイド      １０．国際交流 

１１．その他 

 

 
 

Ⅴ 就職について 

  (32) 卒業後の進路で第１希望は何ですか 

１．就職 ２．進学 ３．起業，開業 ４．家業を継ぐ ５．海外留学 

６．その他 ７．決めていない 

 

  (33) 就職する場合，どのような業種（分野）を希望しますか 

１．農林，水産  ２．建設    ３．製造    ４．情報通信 

５．マスコミ，出版 ６．卸売，小売  ７．金融，保険 ８．医療，福祉 

９．教育，学習  １０．サービス   １１．公務員  １２．教員 

１３．その他   １４.わからない，決めていない   １５.就職する気はない 

 

(34) 就職する場合，どのようなことを重視しますか（3つまで回答可） 

  １．仕事内容    ２．将来性         ３．経営方針，社風 

  ４．企業の規模   ５．企業のイメージ，知名度 ６．給与，福利厚生 

７．女性の処遇   ８．安定性         ９．勤務地 

１０．転勤の有無  １１．その他 

 

(35) 就職する場合，どの地域を希望しますか。（複数回答可） 

１．鹿児島県（県内出身者） ２．鹿児島県（県外出身者） ３．九州内 

４．近畿地方 ５．中部地方 ６．関東地方 ７．国内ならどこでもよい 

８．海外 ９．海外も含めてどこでもよい  １０．わからない  

１１．就職する気はない 

  

  (36) 本学の就職サポート体制について，充実させたほうがよいと思うものは何です

か 

１．就職関係の書籍や DVD等の資料 

２．面接対策，履歴書の書き方等の指導 

３．公務員，教員採用試験の合格対策講座 

４．各種資格試験の合格対策講座     ５．学内企業説明会 

６．新規求人企業の開拓         ７．就職ガイダンスや就職支援講座 

８．インターンシップ＊         ９．就職相談体制 

１０．その他              １１．いまのままでよい 

１２．わからない 

＊インターンシップ:一定期間企業等の中で研修生として働き,自分の将来に関連 

のある就業体験を行える制度 

 

Ⅵ 悩み，ハラスメントについて 

  (37) 現在どのような悩みがありますか（複数回答可） 

１．学業    ２．進路，就職   ３．経済的問題    ４．健康，身体  

５．性格，適応 ６．友人，対人関係 ７．家族，家庭環境  ８．恋愛，結婚 
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９．悩みはない １０．その他 

 

 (38) 悩みについて，相談する相手は誰ですか（複数回答可） 

   １．両親           ２．兄弟姉妹      ３．友人     

４．恋人           ５．先輩，知人        ６．大学の教員 

７．保健管理センターの職員  ８．医療機関   

９．相談できる相手はいない  １０．相談相手は不要   １１．その他 

 

  (39) 悩みについて，これまでどのように対処してきましたか（複数回答可） 

   １．自力で解決した  ２．他人の助力により解決した 

   ３．他のことに熱中することによって忘れた  ４．未解決のまま 

     ５．その他 

 

(40) 大学でハラスメント＊を受けたと感じたことはありますか 

１．ない        ２．ある 

 

＊ハラスメントとは以下に類する行為のことをいう 

 ・セクシュアル・ハラスメント：性的言動や要求,異性一般に対する蔑視的な発言等を行 

うこと 

 ・アカデミック・ハラスメント：教員が地位や権限を不当に利用し,教育研究や進路等に

おいて不適切な扱いをすること 

 ・パワー・ハラスメント：学生等が地位や権限,人間関係を背景にし,人格や尊厳を傷つ

ける言動を行うこと 

 ・アルコール・ハラスメント：飲酒や一気飲みの強要,意図的な酔いつぶし,酔ったうえ

での迷惑行為などアルコールに絡む嫌がらせ全般 

 ・その他のハラスメント：配慮を欠いた言動等により不快感を与える行為で,上記以外の

もの 

 

  (41) (40)で２を選んだ方に伺います。 

①どのようなハラスメントですか（複数回答可） 

１．セクシュアル・ハラスメント ２．アカデミック・ハラスメント 

   ３．パワー・ハラスメント    ４．アルコール・ハラスメント 

   ５．その他のハラスメント 

     

   ②どのような場面で受けましたか（複数回答可） 

   １．授業，実習中   ２．ゼミや研究活動中   ３．事務の受付窓口 

４．課外活動中    ５．飲み会        ６．更衣室，トイレ 

７．学外       ８．その他 
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９．悩みはない １０．その他 

 

 (38) 悩みについて，相談する相手は誰ですか（複数回答可） 

   １．両親           ２．兄弟姉妹      ３．友人     

４．恋人           ５．先輩，知人        ６．大学の教員 

７．保健管理センターの職員  ８．医療機関   

９．相談できる相手はいない  １０．相談相手は不要   １１．その他 

 

  (39) 悩みについて，これまでどのように対処してきましたか（複数回答可） 

   １．自力で解決した  ２．他人の助力により解決した 

   ３．他のことに熱中することによって忘れた  ４．未解決のまま 

     ５．その他 

 

(40) 大学でハラスメント＊を受けたと感じたことはありますか 

１．ない        ２．ある 

 

＊ハラスメントとは以下に類する行為のことをいう 

 ・セクシュアル・ハラスメント：性的言動や要求,異性一般に対する蔑視的な発言等を行 

うこと 

 ・アカデミック・ハラスメント：教員が地位や権限を不当に利用し,教育研究や進路等に

おいて不適切な扱いをすること 

 ・パワー・ハラスメント：学生等が地位や権限,人間関係を背景にし,人格や尊厳を傷つ

ける言動を行うこと 

 ・アルコール・ハラスメント：飲酒や一気飲みの強要,意図的な酔いつぶし,酔ったうえ

での迷惑行為などアルコールに絡む嫌がらせ全般 

 ・その他のハラスメント：配慮を欠いた言動等により不快感を与える行為で,上記以外の

もの 

 

  (41) (40)で２を選んだ方に伺います。 

①どのようなハラスメントですか（複数回答可） 

１．セクシュアル・ハラスメント ２．アカデミック・ハラスメント 

   ３．パワー・ハラスメント    ４．アルコール・ハラスメント 

   ５．その他のハラスメント 

     

   ②どのような場面で受けましたか（複数回答可） 

   １．授業，実習中   ２．ゼミや研究活動中   ３．事務の受付窓口 

４．課外活動中    ５．飲み会        ６．更衣室，トイレ 

７．学外       ８．その他 

 

 
 

   ③どのような人から受けましたか（複数回答可） 

   １．教員      ２．教員以外の職員  ３．サークルのメンバー 

４．同じ学部の学生  ５．他学部の学生  ６．その他   

 

 ④誰かに相談しましたか（複数回答可） 

 １．相談していない ２．学生何でも相談室の職員  

３．大学のハラスメント相談員 ４．大学の教員 ５．保健管理センターの職員 

６．大学の事務職員 ７．家族 ８．友人 ９．恋人 １０．先輩，知人 

１１．学外の相談窓口 １２．その他 

 

 ⑤あなたが受けたハラスメントは解決しましたか 

 １．解決した   ２．解決していない 

 

Ⅷ その他 

  (42) 大学からの情報は主にどのようにして取得していますか。 

   １．学内の掲示板 ２．大学からの電子メール ３．大学のホームページ 

４．その他 

 

  (43) 本学学生による違法行為，迷惑行為を見たり，聞いたりしたことがありますか。 

   １．いいえ  ２．はい 

 

  (44) (43)で２を選んだ方に伺います。どのような違法行為や迷惑行為を見たり，聞い

たりしましたか。（複数回答可） 

   １．万引き，窃盗    ２．盗撮，のぞき   ３．道路交通法違反 

   ４．飲酒による迷惑行為，未成年の飲酒 

 ５．違法薬物，脱法ドラッグの使用  ６．試験中の不正行為  ７．その他 

 

  (45) 大学入学後の生活で，トラブルに巻き込まれたことはありますか。 

   １．特にない      ２．不審者との遭遇   ３．悪徳商法，消費者金融 

４．宗教関係      ５．その他(暴力,ストーカーなど) 

 

  (46) キャンパス内で，改善してほしいと思う場所はどこですか（2つまで回答可） 

１．研究室      ２．講義室     ３．実験室     ４．自習室 

５．ラウンジ，ホール ６．トイレ     ７．課外活動施設   

８．飲食店       ９．売店      １０．図書館  

１１．広場・庭園   １２．自転車駐輪場 １３．バイク駐輪場 

１４．駐車場     １５．道路（歩道，車道） １６．その他 

１７．特にない 
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記述事項（意見等） 

○大学生活について感想，意見，要望等ありましたら何でも記入して下さい(1000文 

字まで)  
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記述事項（意見等） 

○大学生活について感想，意見，要望等ありましたら何でも記入して下さい(1000文 

字まで)  

                                        

                                          

                                        

                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

学 生 生 活 実 態 調 査 項 目（大学院生） 
 
＊この調査は，「基本事項」「経済状況」「住居・通学」「学習」「ボランティア活動」「就職」

「悩み・ハラスメント」「その他」「記述事項（意見等）」についての質問構成になってい

ます。 
 

＊以下の質問について，あなたの回答に最も近い項目（選択肢）の番号を選択してくださ

い。 
 
＊記入にあたっては，平成 25 年 9 月 1 日現在で記入してください。 
 
基本事項について 

(1) 性別                                  

   １．男   ２．女 

 

(2) 出身地 

   １．北海道 ２．青森 ３．岩手 ４．宮城 ５．秋田 ６．山形 ７．福島  

８．茨城 ９．栃木 １０．群馬 １１．埼玉 １２．千葉 １３．東京  

１４．神奈川 １５．新潟 １６．富山 １７．石川 １８．福井 １９．山梨  

２０．長野 ２１．岐阜 ２２．静岡 ２３．愛知 ２４．三重 ２５．滋賀  

２６．京都 ２７．大阪 ２８．兵庫 ２９．奈良 ３０．和歌山 ３１．鳥取  

３２．島根 ３３．岡山 ３４．広島 ３５．山口 ３６．徳島 ３７．香川  

３８．愛媛 ３９．高知 ４０．福岡 ４１．佐賀 ４２．長崎 ４３．熊本  

４４．大分 ４５．宮崎 ４６．鹿児島 ４７．沖縄 ４８．海外 

 

(3) 配偶者の有無                             

   １．無   ２．有  

 

(4) 子供の有無                               

   １．無   ２．有 

 

(5) 所属研究科 

１．人文社会科学研究科 ２．教育学研究科 ３．保健学研究科  

４．理工学研究科 ５．農学研究科 ６．水産学研究科  

７．医歯学総合研究科 ８．司法政策研究科  ９．臨床心理学研究科  

１０．連合農学研究科 

 

(6) 課程 
  １．修士（博士前期）課程 ２．博士（博士後期）課程 ３．専門職学位課程 
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(7) 入学年度 

１．平成 25年(2013年) ２．平成 24年(2012年) ３．平成 23年(2011年)  

４．平成 22年(2010年) ５．平成 21年(2009年)以前 

      

(8) 学年 

   １．1年 ２．2年 ３．3年 ４．4年                   

 

Ⅰ 経済状況について 

(9) あなたの 1ヶ月の平均収入額(家族からの援助等を含みます)はどのくらいですか  

   １．おおよそ 3万円未満 ２．おおよそ 3万円以上～5万円未満 

   ３．おおよそ 5万円以上～7万円未満 ４．おおよそ 7万円以上～10万円未満 

   ５．おおよそ 10万円以上～12万円未満 ６．おおよそ 12万円以上～15万円未満 

   ７．おおよそ 15万円以上    

 

(10) あなたの 1ヶ月の平均支出額(授業料は除きます) はどのくらいですか 

   １．おおよそ 3万円未満 ２．おおよそ 3万円以上～5万円未満 

   ３．おおよそ 5万円以上～7万円未満 ４．おおよそ 7万円以上～10万円未満 

   ５．おおよそ 10万円以上～12万円未満 ６．おおよそ 12万円以上～15万円未満 

   ７．おおよそ 15万円以上      

 

(11) あなたの主な家計支持者は誰ですか 

  １．父 ２．母 ３．兄弟姉妹 ４．祖父母 ５．配偶者 ６．本人 ７．その他 

   

  (12) 大学院に入学してからアルバイトをしたことがありますか 

   １．全くしたことがない  ２．長期休暇中のみのアルバイトをした 

３．授業期間中に経常的なアルバイトをした  

４．授業期間中に臨時的なアルバイトをした 

５．長期休暇中も授業期間中も経常的にアルバイトをした 

 

  (13) (12)で２～５を選んだ方に伺います。 

①どのような職種のアルバイトをしましたか（複数回答可） 

１．家庭教師，塾講師       ２．店員（コンビニ，スーパー，飲食店など） 

３．作業員（工事現場，工場，倉庫など） 

４．特殊技能（翻訳，コンピュータ操作等） 

５．大学でのティーチングアシスタント，リサーチアシスタント 

６．その他 

 

②アルバイトに費やす時間は，１週間あたりどの位ですか（でしたか） 

１．4時間未満 ２．4時間以上～8時間未満 

３．8時間以上～16時間未満 ４．16時間以上～24時間未満 
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(7) 入学年度 

１．平成 25年(2013年) ２．平成 24年(2012年) ３．平成 23年(2011年)  

４．平成 22年(2010年) ５．平成 21年(2009年)以前 

      

(8) 学年 

   １．1年 ２．2年 ３．3年 ４．4年                   

 

Ⅰ 経済状況について 

(9) あなたの 1ヶ月の平均収入額(家族からの援助等を含みます)はどのくらいですか  

   １．おおよそ 3万円未満 ２．おおよそ 3万円以上～5万円未満 

   ３．おおよそ 5万円以上～7万円未満 ４．おおよそ 7万円以上～10万円未満 

   ５．おおよそ 10万円以上～12万円未満 ６．おおよそ 12万円以上～15万円未満 

   ７．おおよそ 15万円以上    

 

(10) あなたの 1ヶ月の平均支出額(授業料は除きます) はどのくらいですか 

   １．おおよそ 3万円未満 ２．おおよそ 3万円以上～5万円未満 

   ３．おおよそ 5万円以上～7万円未満 ４．おおよそ 7万円以上～10万円未満 

   ５．おおよそ 10万円以上～12万円未満 ６．おおよそ 12万円以上～15万円未満 

   ７．おおよそ 15万円以上      

 

(11) あなたの主な家計支持者は誰ですか 

  １．父 ２．母 ３．兄弟姉妹 ４．祖父母 ５．配偶者 ６．本人 ７．その他 

   

  (12) 大学院に入学してからアルバイトをしたことがありますか 

   １．全くしたことがない  ２．長期休暇中のみのアルバイトをした 

３．授業期間中に経常的なアルバイトをした  

４．授業期間中に臨時的なアルバイトをした 

５．長期休暇中も授業期間中も経常的にアルバイトをした 

 

  (13) (12)で２～５を選んだ方に伺います。 

①どのような職種のアルバイトをしましたか（複数回答可） 

１．家庭教師，塾講師       ２．店員（コンビニ，スーパー，飲食店など） 

３．作業員（工事現場，工場，倉庫など） 

４．特殊技能（翻訳，コンピュータ操作等） 

５．大学でのティーチングアシスタント，リサーチアシスタント 

６．その他 

 

②アルバイトに費やす時間は，１週間あたりどの位ですか（でしたか） 

１．4時間未満 ２．4時間以上～8時間未満 

３．8時間以上～16時間未満 ４．16時間以上～24時間未満 

 
 

５．24時間以上～32時間未満 ６．32時間以上～40時間未満 

７．40時間以上 

 

    ③アルバイトで得た収入は主に何に使いますか（ましたか）（3つまで回答可） 

１．授業料         ２．授業料以外の学習費 

３．通学費         ４．衣食住のための生活費 

５．サークル活動      ６．自動車等の購入，維持費 

７．携帯電話などの通信費  ８．レジャーや旅行 

９．娯楽，嗜好品      １０．貯蓄            １１．その他 

 

Ⅱ 住居・通学について 

  (14) 現在のすまいについて，次のどれにあたりますか 

１．家族と同居 ２．アパート，マンション ３．学生寮 ４．親戚，知人宅 

５．下宿       ６．その他 

 

  (15) 通学に利用している主な交通手段は次のどれですか(移動距離の最も長いもの 

を選択) 

１．自転車 ２．徒歩 ３．バイク，原付 ４．自家用車 ５．バス ６．市電 

７．ＪＲ在来線 ８．新幹線 ９．フェリー   １０．その他  

  

Ⅲ 学習について 

  (16) 大学院に進学した理由は何ですか（3 つまで回答可） 
   １．学部で学んだ学問をさらに探究したいから  

２．学部で学んだ学問とは違った分野の学問を学びたいから  
３．就職するために必要な，より深い知識を得るため  
４．就職する意思がなかったから ５．就職できそうになかったから  
６．研究者を目指しているから  
７．現在の仕事においてスキルアップを図るため   
８．学位，資格を取得するため ９．その他 

 
   (17) 現在所属している研究科・専攻は自分に合っていると思いますか 
   １．思う ２．どちらかというと思う ３．どちらかというと思わない  

４．思わない 
 
  (18) 修士，博士論文の研究テーマに満足していますか 

１．満足  ２．どちらかというと満足  ３．どちらかというと不満 
４．不満  ５．研究テーマは決まっていない  ６．その他 

 
(19) 指導教員に教育・研究の熱意は感じられますか。 

   １．感じられる          ２．どちらかというと感じられる 
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３．どちらかというと感じられない ４．感じられない 
 

 (20) 指導教員とコミュニケーションが取れていますか 
１．取れている          ２．どちらかというと取れている 
３．どちらかというと取れていない ４．取れていない 

 
(21) 大学院にふさわしいレベルでの教育が行われていると思いますか 

   １．思う ２．どちらかというと思う ３．どちらかというと思わない  
４．思わない 

 
(22) 研究に必要な設備や環境，資料等は整っていると思いますか 

１．思う ２．どちらかというと思う ３．どちらかというと思わない  
４．思わない 

 
(23) 研究スペースは確保されていると思いますか 

   １．思う ２．どちらかというと思う ３．どちらかというと思わない  
４．思わない 

 
(24) 現在の所属研究科・専攻を変わりたいと思いますか 

   １．思わない   ２．専攻を変わりたい   ３．研究科を変わりたい  
４．大学を変わりたい   ５．その他 

 
(25) (24)で２～４を選んだ方に伺います。 

現在の所属研究科・専攻,または大学を変わりたいと思う理由は何ですか  
   １．自分に合わない  ２．就職を考えて    ３．学業についていけない 

４．経済的な問題   ５．人間関係の問題  ６．その他 
 

(26) 自宅でのパソコンの使用環境は次のどれにあたりますか（タブレット端末は除き

ます）。 

   １．自分専用のパソコンを使っている 

   ２．家族共用のパソコンを自由に使える状況にある 

   ３．自分以外の家族のパソコンを一時的に使うことができる 

   ４．自宅にパソコンは無い 

 

  (27) (26)で１～３を選んだ方に伺います。 

①そのパソコンはインターネットに接続されていますか 

１．はい  ２．いいえ 

  

   ②自宅にプリンターはありますか。 

   １．はい  ２．いいえ 
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３．どちらかというと感じられない ４．感じられない 
 

 (20) 指導教員とコミュニケーションが取れていますか 
１．取れている          ２．どちらかというと取れている 
３．どちらかというと取れていない ４．取れていない 

 
(21) 大学院にふさわしいレベルでの教育が行われていると思いますか 

   １．思う ２．どちらかというと思う ３．どちらかというと思わない  
４．思わない 

 
(22) 研究に必要な設備や環境，資料等は整っていると思いますか 

１．思う ２．どちらかというと思う ３．どちらかというと思わない  
４．思わない 

 
(23) 研究スペースは確保されていると思いますか 

   １．思う ２．どちらかというと思う ３．どちらかというと思わない  
４．思わない 

 
(24) 現在の所属研究科・専攻を変わりたいと思いますか 

   １．思わない   ２．専攻を変わりたい   ３．研究科を変わりたい  
４．大学を変わりたい   ５．その他 

 
(25) (24)で２～４を選んだ方に伺います。 

現在の所属研究科・専攻,または大学を変わりたいと思う理由は何ですか  
   １．自分に合わない  ２．就職を考えて    ３．学業についていけない 

４．経済的な問題   ５．人間関係の問題  ６．その他 
 

(26) 自宅でのパソコンの使用環境は次のどれにあたりますか（タブレット端末は除き

ます）。 

   １．自分専用のパソコンを使っている 

   ２．家族共用のパソコンを自由に使える状況にある 

   ３．自分以外の家族のパソコンを一時的に使うことができる 

   ４．自宅にパソコンは無い 

 

  (27) (26)で１～３を選んだ方に伺います。 

①そのパソコンはインターネットに接続されていますか 

１．はい  ２．いいえ 

  

   ②自宅にプリンターはありますか。 

   １．はい  ２．いいえ 

 
 

  (28) 本学の附属図書館にどの位の頻度で足を運びますか 

   １．週 4回以上  ２．週 2～3回  ３．週 1回程度  ４．月 1～2回程度  

   ５．ほとんど利用しない 

 

  (29)  本学の附属図書館の主な利用目的は何ですか 

１．自習  ２．図書の借り出し ３．図書の閲覧  ４．新聞，雑誌の閲覧   

５．CD，ビデオの視聴  ６．文献調査  ７．文献複写   

８．パソコンの利用   ９．グループ学習室の利用  １０．休憩 

１１．その他の目的  １２.利用しないのでわからない 

 

  (30) 資格,技能を身につけるため現在専門学校等に通っている場合，その種類は 

どれにあたりますか(自動車学校は除きます) 

   １．通っていない ２．公務員学校  ３．語学学校 ４．医療，福祉学校 

５．その他 

 

Ⅳ ボランティア活動について 
  (31) 大学院に入学してからボランティア活動をしたことがありますか 
   １．ある    ２．ない    
 
  (32) (31)で１を選んだ方に伺います。 
    経験したボランティアの活動内容はどれにあたりますか（複数回答可） 

１．教育補助，保育    ２．スポーツボランティア 

３．障がい者支援     ４．高齢者支援 

５．災害復興ボランティア ６．環境，清掃，自然保護 

７．地域協力，街づくり  ８．限界集落の支援 

９．観光ガイド      １０．国際交流 

１１．その他 

  

Ⅴ 就職について 

  (33)  卒業後の進路で第１希望は何ですか 

１．就職 ２．進学 ３．起業，開業 ４．家業を継ぐ ５．海外留学 

６．その他 ７．決めていない 

 

  (34)  就職する場合，どのような業種（分野）を希望しますか 

１．農林，水産  ２．建設    ３．製造    ４．情報通信 

５．マスコミ，出版 ６．卸売，小売  ７．金融，保険 ８．医療，福祉 

９．教育，学習  １０．サービス   １１．公務員   １２．教員 

１３．その他     １４.わからない，決めていない   １５.就職する気はない 
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(35)  就職する場合，どのようなことを重視しますか（3つまで回答可） 

  １．仕事内容    ２．将来性         ３．経営方針，社風 

  ４．企業の規模   ５．企業のイメージ，知名度 ６．給与，福利厚生 

７．女性の処遇   ８．安定性         ９．勤務地 

１０．転勤の有無  １１．その他 

 

(36)  就職する場合，どの地域を希望しますか。（複数回答可） 

１．鹿児島県（県内出身者） ２．鹿児島県（県外出身者） ３．九州内 

４．近畿地方 ５．中部地方 ６．関東地方 ７．国内ならどこでもよい 

８．海外 ９．海外も含めてどこでもよい  １０．わからない  

１１．就職する気はない 

 

  (37)  本学の就職サポート体制について，充実させたほうがよいと思うものは何です

か 

１．就職関係の書籍や DVD等の資料    

２．面接対策，履歴書の書き方等の指導 

３．公務員，教員採用試験の合格対策講座 

４．各種資格試験の合格対策講座     ５．学内企業説明会 

６．新規求人企業の開拓         ７．就職ガイダンスや就職支援講座 

８．インターンシップ＊         ９．就職相談体制 

１０．その他              １１．いまのままでよい 

１２．わからない 

＊インターンシップ:一定期間企業等の中で研修生として働き,自分の将来に関連 

のある就業体験を行える制度 

 

Ⅵ 悩み・ハラスメントについて 

  (38)  現在どのような悩みがありますか（複数回答可） 

１．学業    ２．進路，就職   ３．経済的問題    ４．健康，身体  

５．性格，適応 ６．友人，対人関係 ７．家族，家庭環境  ８．恋愛，結婚 

９．悩みはない １０．その他 

  

 (39)  悩みについて，相談する相手は誰ですか（複数回答可） 

   １．両親           ２．兄弟姉妹      ３．友人     

４．恋人           ５．先輩，知人        ６．大学の教員 

７．保健管理センターの職員  ８．医療機関   

９．相談できる相手はいない  １０．相談相手は不要   １１．その他 

 

(40)  悩みについて，これまでどのように対処してきましたか（複数回答可） 

   １．自力で解決した  ２．他人の助力により解決した 

   ３．他のことに熱中することによって忘れた  ４．未解決のまま  ５．その他 
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(35)  就職する場合，どのようなことを重視しますか（3つまで回答可） 

  １．仕事内容    ２．将来性         ３．経営方針，社風 

  ４．企業の規模   ５．企業のイメージ，知名度 ６．給与，福利厚生 

７．女性の処遇   ８．安定性         ９．勤務地 

１０．転勤の有無  １１．その他 

 

(36)  就職する場合，どの地域を希望しますか。（複数回答可） 

１．鹿児島県（県内出身者） ２．鹿児島県（県外出身者） ３．九州内 

４．近畿地方 ５．中部地方 ６．関東地方 ７．国内ならどこでもよい 

８．海外 ９．海外も含めてどこでもよい  １０．わからない  

１１．就職する気はない 

 

  (37)  本学の就職サポート体制について，充実させたほうがよいと思うものは何です

か 

１．就職関係の書籍や DVD等の資料    

２．面接対策，履歴書の書き方等の指導 

３．公務員，教員採用試験の合格対策講座 

４．各種資格試験の合格対策講座     ５．学内企業説明会 

６．新規求人企業の開拓         ７．就職ガイダンスや就職支援講座 

８．インターンシップ＊         ９．就職相談体制 

１０．その他              １１．いまのままでよい 

１２．わからない 

＊インターンシップ:一定期間企業等の中で研修生として働き,自分の将来に関連 

のある就業体験を行える制度 

 

Ⅵ 悩み・ハラスメントについて 

  (38)  現在どのような悩みがありますか（複数回答可） 

１．学業    ２．進路，就職   ３．経済的問題    ４．健康，身体  

５．性格，適応 ６．友人，対人関係 ７．家族，家庭環境  ８．恋愛，結婚 

９．悩みはない １０．その他 

  

 (39)  悩みについて，相談する相手は誰ですか（複数回答可） 

   １．両親           ２．兄弟姉妹      ３．友人     

４．恋人           ５．先輩，知人        ６．大学の教員 

７．保健管理センターの職員  ８．医療機関   

９．相談できる相手はいない  １０．相談相手は不要   １１．その他 

 

(40)  悩みについて，これまでどのように対処してきましたか（複数回答可） 

   １．自力で解決した  ２．他人の助力により解決した 

   ３．他のことに熱中することによって忘れた  ４．未解決のまま  ５．その他 

 
 

(41)  大学院でハラスメント＊を受けたと感じたことはありますか 

１．ない        ２．ある 

 

＊ハラスメントとは以下に類する行為のことをいう 

 ・セクシュアル・ハラスメント：性的言動や要求,異性一般に対する蔑視的な発言等を行 

うこと 

 ・アカデミック・ハラスメント：教員が地位や権限を不当に利用し,教育研究や進路等に

おいて不適切な扱いをすること 

 ・パワー・ハラスメント：学生等が地位や権限,人間関係を背景にし,人格や尊厳を傷つ

ける言動を行うこと 

 ・アルコール・ハラスメント：飲酒や一気飲みの強要,意図的な酔いつぶし,酔ったうえ

での迷惑行為などアルコールに絡む嫌がらせ全般 

 ・その他のハラスメント：配慮を欠いた言動等により不快感を与える行為で,上記以外の

もの 

 

  (42)  (41)で２を選んだ方に伺います。  

①どのようなハラスメントですか（複数回答可） 

１．セクシュアル・ハラスメント ２．アカデミック・ハラスメント 

   ３．パワー・ハラスメント    ４．アルコール・ハラスメント 

   ５．その他のハラスメント 

     

   ②どのような場面で受けましたか（複数回答可） 

   １．授業，実習中   ２．ゼミや研究活動中   ３．事務の受付窓口 

４．課外活動中    ５．飲み会        ６．更衣室，トイレ 

７．学外       ８．その他 

 

   ③どのような人から受けましたか（複数回答可） 

   １．教員      ２．教員以外の職員  ３．サークルのメンバー 

４．同じ研究科の学生  ５．他研究科の学生  ６．その他   

 

 ④誰かに相談しましたか（複数回答可） 

 １．相談していない ２．学生何でも相談室の職員  

３．大学のハラスメント相談員 ４．大学の教員 ５．保健管理センターの職員 

６．大学の事務職員 ７．家族 ８．友人 ９．恋人 １０．先輩，知人 

１１．学外の相談窓口 １２．その他 

 

 ⑤あなたが受けたハラスメントは解決しましたか 

 １．解決した   ２．解決していない 
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Ⅷ その他 

  (43) 大学からの情報は主にどのようにして取得していますか。 

   １．学内の掲示板 ２．大学からの電子メール ３．大学のホームページ 

４．その他 

 

  (44) 本学学生による違法行為・迷惑行為を見たり，聞いたりしたことがありますか。 

   １．いいえ  ２．はい  

 

(45) (44)で２を選んだ方に伺います。どのような違法行為や迷惑行為を見たり，聞い

たりしましたか。（複数回答可） 

   １．万引き，窃盗    ２．盗撮，のぞき    ３．道路交通法違反 

   ４．飲酒による迷惑行為，未成年の飲酒 

 ５．違法薬物，脱法ドラッグの使用  ６．試験中の不正行為  ７．その他 

 

(46) 大学院入学後の生活で，トラブルに巻き込まれたことはありますか。 

   １．特にない      ２．不審者との遭遇   ３．悪徳商法，消費者金融 

４．宗教関係      ５．その他(暴力,ストーカーなど) 

 

  (47) キャンパス内で，改善してほしいと思う場所はどこですか（2つまで回答可） 

１．研究室      ２．講義室     ３．実験室     ４．自習室 

５．ラウンジ，ホール ６．トイレ     ７．課外活動施設   

８．飲食店       ９．売店      １０．図書館  

１１．広場・庭園   １２．自転車駐輪場 １３．バイク駐輪場 

１４．駐車場     １５．道路（歩道，車道） １６．その他   

１７．特にない 

 

記述事項（意見等） 

○大学生活について感想，意見，要望等ありましたら何でも記入して下さい(1000文 

字まで)  
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あとがき 
 

この調査は「大学における学生支援の充実を図る」ことを目的としている。この目的を

達成するため「学生の意識及び学生生活の実態の調査」を行った。この結果を大学全体の

大切な資料と考えて，教員，事務職員一同がより良い学生生活のサポートを行うことを心

がけることで目的が達成できる。 
今回は前回の調査(平成 23 年度)の際に決定した 2 年ごとの調査という決まり事を守っ

て，2 年間でどのくらいの変化があるのかも検討してみた。調査は前回の方法と同様に，

Ｗｅｂを利用して行い，履修届けの申請に続き答える方式を取った。前回よりさらに質問

数を減らすことで回答率の向上を試みたが，残念ながら前回よりも低かった。調査の結果

も多くの項目で前回の調査結果と変化が少ないことが窺え，2 年に一回の調査回数の再検

討は必要かとも考えられた。 
一方で目的である「学生支援の充実を図る」ことを鑑みると，特に，第 7 章の「悩み，

ハラスメントについて」では早急な対応を考えなければならないことが分かる。本学の学

生の 90％は何らかの悩みを持ち(もっとも，恋愛の悩みは多いにするべきかもしれないが)，
その悩みの多くが学業や進路という大学側の対応に直接関係するものであった。且つ 10％
以上の学生が解決できていないことも無視できない結果と思われる。ハラスメントに関し

ても 10％以上の学生が経験している学部もあり，ハラスメントを受けていると感じている

学生の 30％がアカデミックハラスメントと回答している。このように調査により認識を新

たに取り組むべき点も見えてきたのではないかと考えられた。 
調査をすること自体が最終的な目的ではないが，調査の回答率を上げることは前回に続

き大きな課題となった。学生生活課の職員やＷＧからは調査方法の再検討（Moodle の使

用，アンケートを終了しないと履修届けが申請できないなど），留学生(特に大学院生など)
に対する英語でのアンケートを作成するなどの案も出されている。一方で学生がこの調査

に全員が回答しないといけないという認識が低い，アンケート結果が目に見える形で学生

の生活に反映されていないなどの課題点も挙げられ，今後の改善が必要であると思われた。

ありふれた言葉であるが「愛校心」を全ての大学関係者が持つことが大切であると改めて

感じた。 
最後に，本調査にご協力いただいたＷＧメンバー，学生生活課の各位とアンケートの回

答率向上に協力いただいた各学部の学生生活委員会委員の各位に感謝申し上げます。 
 

 

学生生活実態調査ＷＧ委員長 三浦 直樹 
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